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Abstract:  To grasp the more accurate geological information on the Miura Peninsula, its stratigraphy 
and geological structure were reviewed based on the existing survey results. From the viewpoint of 
earthquake mitigation, the accurate understanding of the geological information is extremely important 
for the area, which is included in the epicenter area of the 1923 Kanto Earthquake and where right later-
al strike-slip active faults of the WNW-ESE trending develops.
    The Hayama Group is distributed mainly in the central part of the Peninsula and was divided into the 
Morito, Abuzuru, Oyama, Kinugasa, Yabe Formations by Eto et al. (1998). In this report, the early Late 
Miocene Yabe Formation is made independent of the other units in the late Early to early Middle Mio-
cene Hayama Group based on Kanie and Asami (1995), etc. However, the stratigraphic classification 
and positioning of the remaining units also needs to be reexamined based on their lithology and sedi-
mentary age. In particular, it is necessary to reconsider the tectono-sedimentary setting of the Oyama 
and Kinugasa Formation, which may not be accretionary prisms.
    The previously defined Miura Group in the area is classified into two groups: the late Late Miocene 
to Pliocene Awa Group in the northern to central parts of the peninsula and the late Middle Miocene 
to early Pliocene Miura Group in the southern part of the peninsula as they were deposited in separate 
sedimentary basins (Takahashi, 2008). The two groups are distinguished by whether the Tagoegawa Un-
conformity in the middle Late Miocene is present (the former) or absent (the latter).
    The lower part of the latest Pliocene to middle Pleistocene Kazusa Group distributed in the area was 
divided into the Urago and Nojima Formations in the northern part of the peninsula, and the Hayashi 
Formation on the northern edge of the southern peninsula (Eto et al., 1998). However, the Hayashi For-
mation, which is likely to be deposits in a landward slope of trench basin, has been distinguished from 
the Kazusa Group that consists of forearc basin fill. 
    The Kinugasa, Kitatake and Takeyama faults are considered to have formed as reverse faults with a 
large vertical displacement component in the uplift zone of the middle part of the Peninsula after the lat-
est Pliocene time. In particular, the Kinugasa Fault is estimated to have a vertical displacement of uplift 
on the north side up to 3 km. However, it is unclear whether these faults were active during the forma-
tion of accretionary prisms of the Hayama and Miura Groups.
    The central part of the Miura Peninsula, where the Hayama Group is widely distributed, is called the 
Hayama Belt which is considered to be continuous with the Mineoka Zone in the southern part of Boso 
Peninsula. There is a positional discrepancy between the two zones across Tokyo Bay, where a north-
south right-slip fault is estimated to exist. However, since the uplift zone that limits the southern edge of 
the Kazusa forarc basin from the Boso Peninsula to the Miura Peninsula seems to be continuous, there 
has been little discontinuity between the two regions, after the end of the Pliocene time. 

Keywords: geological map, Miura Peninsula, Tertiary, Quaternary, active fault.

要　旨

　相模湾沿岸域プロジェクトにおいて新たに作成

した相模湾沿岸域の海底地質図（佐藤，2021）や

重力異常図（大熊ほか，2021a），空中磁気図（大熊

ほか，2021b）などと，三浦半島の層序 ･ 地質構造

との関係を詳細に検討するため，三浦半島の 5 万分

の 1 地質図（小玉ほか，1980；江藤ほか，1998）以

降の研究成果や知見を加え，以下のように層序

及び地質構造を整理し，地質図の編集を行った． 
（1）葉山層群は，江藤ほか（1998）によって，下位よ

り森戸層，鐙摺層，大山層，衣笠層，矢部層に区分さ

れていたが，蟹江・浅見（1995）などに基づき，堆積

年代の違いから矢部層（鐙摺層の部層であった立石凝
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灰岩部層を含む）を葉山層群から独立させた．また，

それらを除いた葉山層群も，森戸層（一部鐙摺層を含む）

は付加体と考えられるが，鐙摺層及び大山層は本州側

の海溝〜海溝陸側斜面堆積物，衣笠層は 15 Ma 頃のオ

リストストロームなどに位置づけられる可能性もあり，

層序区分や位置づけに関しては更に検討が必要である． 
（2）高橋（2008）による堆積盆の違いによる地層

区分に従い，三浦層群に一括されていた上部中新

統〜鮮新統の逗子層及び池子層は安房層群に，三

崎層及び初声層は三浦層群に区分した．また，逗子

層及び池子層と三崎層及び初声層の分布境界はこれ

まで主に武山断層に置かれていたが，逗子層と葉山

層群との不整合関係である田越川不整合が武山断

層南方の横須賀市佐島南端付近にまで認められるた

め，高橋（2008）に従い両層群の境界を佐島南端

から三浦市南下浦町上宮田に至る推定断層とした． 
（3） 三 浦 半 島 南 部 北 縁 部（ 武 山 断 層 の 南 側 沿

い）に分布する林層は三浦半島北部に広く分布

す る 上 総 層 群 に 位 置 づ け ら れ て い る（ 江 藤 ほ

か，1998）が，上総層群が前弧堆積盆の堆積物で

あるのに対して，林層は海溝陸側斜面堆積盆の堆

積物の可能性が高いため上総層群とは区別した． 
（4）三浦半島中部に発達する衣笠断層，北武断

層，武山断層は何れも右横ずれ変位を示す活断層

であるが，安房層群及び上総層群の変形からみる

と，少なくとも上総層群堆積時に上総層群前弧堆

積盆の南縁を限る相対的な隆起帯を形成した縦

ずれ成分の大きな逆断層であったと推定される． 
（5）三浦半島中部は，葉山層群が広く分布する葉山帯

と呼ばれる地域であるが，上記のように上総前弧堆積

盆の南縁沿いに発達する新しい隆起帯でもある．葉山

帯は嶺岡帯に連続するとされ，その連続性は浦賀水道

に境に食い違うことから東京湾沿いに大きな変位を示

す南北方向の右ずれ断層が想定されている．しかし，

上総前弧堆積盆の南縁を限る隆起帯は三浦半島中部か

ら房総半島上総丘陵南部（鴨川低地北側の安房層群が

分布する東西方向の褶曲帯）にかけて発達しており，

その連続性からは鮮新世末以降に両地域に大きな食い

違いは認められない．

1.　はじめに

　産業技術総合研究所地質調査総合センターでは，「沿

岸域の地質・活断層調査」プロジェクトとして海域か

ら陸域にかけての切れ目のない地質情報の整備を目的

とした調査・研究を行っており，その一環として「相

模湾沿岸域」の調査・研究を平成 27 年度から実施して

きた．「相模湾沿岸域」は，相模湾及び足柄平野，大磯

丘陵，相模平野南部，三浦半島を含む地域で，1923 年

関東地震の震源域を含むなど地震減災の観点から極め

て重要な地域である．

　このうち三浦半島地域に関して，地質調査総合セン

ター（旧工業技術院地質調査所）は，これまで 2 万 5
千分の 1 日本油田・ガス田図「三浦半島」（三梨・矢崎，

1968），5 万分の１地質図幅「三崎」（小玉ほか，1980）
及び「横須賀」（江藤ほか，1998）を作成し地質情報の

整備を行ってきた．しかし，今回の本プロジェクトに

おいて新たに作成した相模湾沿岸域の 10 万分の 1 海底

地質図（佐藤，2021），大磯丘陵及び周辺地域の 5 万分

の 1 地質図（水野ほか，2021）及び三浦半島の重力異

常図（大熊ほか，2021a）及び空中磁気図（大熊ほか，

2021b）の成果と三浦半島の地質 ･ 地質構造との関係を

詳細に検討するにあたり，上記の既存地質図類は新た

な研究成果や知見が反映されていない問題があった．

このため，三浦半島の最新の地質情報の把握を目的と

して，現在までの研究成果や知見による層序と地質構

造を整理し，地質図を編集した．

2.　地　形

　三浦半島は，南端の城ヶ島から北限にあたる藤沢市

南東（方瀬付近）～横浜市金沢区間付近にまで，北北

西－南南東方向に約 26 km 延びる半島である（第 1 図）．

本報告の範囲は，国土地理院発行の 2 万 5 千分の１地

形図「横須賀」「鎌倉」「秋
あ き や

谷」「浦賀」「三浦三崎」の

全域と「江の島」の一部にあたり，三浦市，横須賀市，

葉山町及び逗子市の全域と横浜市金沢区，鎌倉市及び

藤沢市の南部を含む．

　三浦半島は，半島の伸びの方向とは大きく斜交する

北北西－南南東方向に延びる活断層帯（衣笠断層，北

武断層，武山断層，南
みなみしたうら

下浦断層，引橋断層）の発達で

特徴づけられ，地層・岩体の分布や地形はこれらの活

断層や同方向の地質構造により規制されている．また，

三浦半島は，地形 ･ 地質の観点から，衣笠断層と武山

断層を境として，便宜上，北部，中部，南部に区分で

きる．

　北部は南縁である衣笠断層の北側沿いに二子山（標

高 208.8 m），畠山（205.2 m）など最も高い標高 200 
m 前後の稜線が続き，その北方に鷹取山（139 m），天

台山（141.39 m）など標高 100 m 前後の丘陵地が広が

る．また，東京湾沿い（横須賀市走水など）には海洋

酸素同位体ステージ（以降 MIS と略記）5c 堆積物の離

水面である小原台面などが，相模平野南東縁沿いには

MIS5e の下末吉段丘面などが発達する．

　中部は衣笠断層と武山断層の間にあたり，更に北武

断層により，その北側は主に安房層群が分布する標高
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100 m 前後のやや低い丘陵が，南側は三浦半島最高峰

である大楠山（標高 241 m）や武山（200 m）など標高

200 m 前後の稜線が発達する丘陵地が帯状に発達する．

　南部は，武山断層を北縁とするが，更にその南側に

ある南下浦断層を境に北側と南側に区分される．北側

は標高 20 m ～ 60 m の宮田台地が広がり，MIS5c 及

び MIS5a の段丘面が発達する．南側は，標高 30 m ～

80 m の三浦台地が広がり，主に三浦層群を基盤として

MIS5e，MIS5c 及び MIS 5a の段丘面が発達する．

　なお，主に三浦半島北部南縁部から中部には三浦半

島で最も古い地層でオフィオライト様岩類を含む葉山

層群が分布することから，同様な地層が分布する房総

半島の嶺岡山地とあわせ，葉山－嶺岡（隆起）帯（奈

須ほか，1962 など）と呼ばれる．

　三浦半島の低地は，江の島の北西方に広がる相模平

野を除くと，三浦半島内では金田湾や小田和湾なども

海岸沿いや，滑川，平作川，田
たごえかわ

越川などの川沿いに狭

小に発達する．多くの河川は地質構造を反映した稜線

方向と同じく西北西－東南東方向に発達する．

3.　編集方法

3.1　編集に使用した地質図

　本地質図（第 2 図）は，下記の地質図（付図 1）のほか，

本報告で引用した文献のデータを加えた集積させた三

浦半島の地質情報図（付図 2）に基づき編集を行った．

ほかに 5 万分の 1 三浦半島地質図（横須賀の地質の付

図）（蟹江，1985），5 万分の１自然環境地質図（三浦半

島の自然環境の付図）（横須賀市自然博物館編，1991），
10 万分の 1 三浦半島地質図（よこすか大地と生命の歴

史－特別展示解説書の付図）（蟹江，2012）も参照した．

   1 万分の 1 葉山地域の地質図（渡部ほか，1968）
   1 万分の 1 逗子市地質図（見上・江藤，1980，1981）
   1 万分の 1 鎌倉市地質図（見上・江藤，1986）
   2 万 5 千分の 1 日本油田・ガス田図「三浦半島」（三梨・

矢崎，1968）
   5 万分の 1 地質図幅「三崎」（小玉ほか，1980）
   5 万分の 1 神奈川県地質図「横須賀」及び「三崎」（見

上ほか，1980）
   5 万分の 1 表層地質図「横須賀・三崎」（見上ほか，

1986a）
   5 万分の１地質図幅「横須賀」（江藤ほか，1998）

3.2　走向傾斜及び褶曲・断層

走向傾斜　走向傾斜は地質構造を正確に把握するため

の重要なデータとして，上記の地質図のほかに，小島

（1954，1980，1981），赤嶺ほか（1956），蟹江（1967），
垣見ほか（1971），江藤（1974），奥村ほか（1977），江

藤（1986a），浅見ほか（1992），宇都宮・間嶋（2012），
横浜団研グループ（2018）に基づき，ほぼ同じ位置に

走向傾斜が重複している場合を除き，なるべく多くの

走向傾斜を地形図に示し（付図 2），第 2 図の地質図の

基本データとした．

　なお，付図及び第 2 図に掲載した走向傾斜のうち，

埋立地や海域に示した走向傾斜は埋立地造成や港湾整

備以前に存在した海岸や岩礁の露頭で測定されたもの

を示している．また，上記の走向傾斜の一部は，（1）
各地質図やルートマップで示される走向傾斜記号の中

点位置が測定地点とは限らないこと，（2）基図である

地形図の精度が作成時期によってかなり異なること，

（3）著者が同じ複数の地質図で示される同じ走向傾斜

の位置が少し異なる場合がある．このため，付図では 2
万 5 千分の 1 地形図を背景図としているが，走向傾斜

の位置は地形図の精度を有していない．ほかに，他の

文献のデータや周辺域の地質構造から判断して，明ら

かに上下を誤って示されたと推定される走向傾斜もあ

るが，ほとんどそのまま示した．

　以上のように，位置や測定の精度の信頼性が統一さ

れていないが，広い視野での地層構造を把握できるよ

うに付図に掲載した．

断層・褶曲　褶曲軸跡や断層線の位置は，掲載した多

くの走向傾斜や文献の記載を参考にして示した．その

ため，必ずしも既存の地質図が示す断層や褶曲の位置

とは一致しない．また，各地質図や文献により地質区

分や地質構造が大きく異なる場合は，様々なデータか

ら再解釈を行って地質図を作成した．例えば，断層を

挟んで発達する過褶曲（転倒褶曲）は，概ね逆断層を

伴う褶曲構造（断層関連褶曲）という解釈に基づき地

質図を編集している．

　なお，池子層基底部の鷹取山火砕岩部層及び神
じ ん む じ

武寺

火砕岩泥岩部層は，海底地すべり堆積物であるため，

断層や褶曲は示さなかった．ほかに，三浦半島では西

北西－東南東方向の断層 ･ 褶曲や地層の一般的な走向

方向とは大きく斜交ないし直交する北北東－南南西方

向の断層がよく発達する．特に衣笠断層と北武断層に

挟まれた逗子層には，既存文献でも示されているよう

に多くの断層が発達すると推定されるが，同じ著者で

も文献によって位置が異なるなど，文献により断層の

位置が異なっており，鍵層も限定的なため，可能性の

高いものを推定断層として示すにとどめた．

4.　層序区分

　以下，三浦半島に分布する地層・岩体の層序区分の



尾崎正紀

－ 4 －

概要を示す（第 2 図・第 3 図・第 4 図）．三浦半島全体

の層序区分に関しては，小玉ほか（1980）及び江藤ほ

か（1998）の層序区分を基本としたが，葉山層群と矢

部層との関係については蟹江・浅見（1995）などに基

づき，三浦層群にまとめられていた三崎層・初声層・

逗子層・池子層及び上総層群にまとめられていたに林

層については，高橋（2008）によるテクトニックセッティ

ングや堆積場に応じた層群名使用法に基づき修正を加

えた．なお，地質構造に関しては，まとめて 5. 地質構

造で示した．また，文献は膨大な数になるため適宜割

愛した．

4.1　葉山層群

地層名 ･ 定義　葉山層群は三梨・矢崎（1968）で基本

的な区分が示され，その区分を踏襲した江藤（1986a）
及び江藤ほか（1998）によって，下位より森戸層，鐙

摺層（地名の読みは「あぶずり」であるが，定義のロー

マ字は「Abuzuru」と表記されている），大山層，衣笠層，

矢部層に区分されていたが，矢部層及び立石層（旧鐙

摺層立石凝灰岩部層）を除外し（4.2 参照），森戸層（Mt），
鐙摺層（Az），大山層（Oy），衣笠層（Kn）のみを葉山

層群として扱う．

　なお，高橋・高橋（2008）は，房総半島に分布する

保田ユニット（保田層群）と同様，葉山層群は付加体

で造帯変形に伴う変形（剪断変形）も被っていること

から，構造層序単元名として葉山層群を葉山ユニット

と呼んでいる．後述のように，葉山層群全体が付加体

に位置づけられるかは不明なため，本報告では葉山層

群をそのまま使用する．また，蟹江・浅見（1995）は，

葉山層群から矢部層及び立石層を分離し，残った葉山

層群を葉山（累）層に改称する提案を行っているが，（1）
森戸層，鐙摺層，大山層，衣笠層は岩相も大きく異なり，

地質構造や堆積年代にも差があるため，葉山層群及び

各層をそのまま使用する．

分布　葉山層群は，衣笠断層北側沿い，衣笠断層と北

武断層間の西部，北武－武山断層間など三浦半島中部

付近に広く分布する．ほかに，三浦半島内の大深度温

泉井である FJ5（藤沢市川名：標高 -561 m で逗子層と

鐙摺層の境界），FJ6（藤沢市江の島：標高 -498 m に池

子層と鐙摺層の境界；この池子層の対比に関して，鈴

木・蟹江（2012a）は放散虫化石に基づき三崎層に対比

しているが，本報告では 4.2 で述べるように矢部層に対

比した），KM4（逗子市沼間：標高 -778 m に逗子層と

鐙摺層の境界），YS12（横須賀市佐野町：標高 -600 m
に逗子層と大山層の境界），MU3（三浦市南下浦町：標

高 -765 m に初
はつせ

声層と森戸層の境界）において，葉山層

群相当層の分布が確認されている（小沢・江藤，2005：

位置は地質図及び付図 2 参照）．更に，近藤ほか（2014）
による YDP-1 及び YDP-12 ボーリングコア（横須賀市

長坂の南部 : 離間距離約 12 m）においても，それぞれ

深度 207.4 m と 217.2 m で塊状無層理泥岩（森戸層に対

比）と三浦層群との境界が確認されている．

層序区分　下位より森戸層（下限不明），鐙摺層，大山

層及び衣笠層は整合関係で分布するとされる（江藤，

1986a；江藤ほか，1998）．しかし，衣笠断層より北側

に分布する葉山層群はこの層序関係が成り立つが，南

側に分布するものに関しては不明な点が多い．

　衣笠断層より北側に分布する葉山層群に関しては，

傾斜は高角で垂直層や逆転層も含むものの，既存地質

図の岩相と走向傾斜を見る限り北ないし東が上位の同

斜構造によって下位より森戸層，鐙摺層及び大山層が

分布し，鐙摺層及び大山層が衣笠層に覆われる層序関

係が認められる．

　一方，衣笠断層より南側では大山層を欠き，森戸層

及び鐙摺層を覆って衣笠層が分布するとされる．しか

し，褶曲・断層帯による変形が著しく，森戸層と鐙摺

層の層序関係も必ずしも明瞭とはいえない．例えば，

江藤ほか（1998）の地質図に基づくと，横須賀市秋谷

では鐙摺層の上位に森戸層が分布する可能性も考えら

れる．また，衣笠断層－武山断層間で得られた森戸層

～鐙摺層の放散虫化石及び珪藻化石から推定される堆

積年代は 18Ma 頃であるが，武山断層南側にある横須

賀市長坂南部の YDP-1 及び YDP-12 のボーリング調査

では，森戸層に対比される地層（主に塊状無層理泥岩）

が深度 207.4 m ～ 500 m に連続して分布し，その下限

から上限にかけて石灰質ナンノ化石 CN3 帯～ CN5a 帯

（約 18 ～ 13Ma）が連続して得られている（近藤ほか，

2014）．長坂南部の推定年代は衣笠断層北側に分布する

大山層や衣笠層と同時代を示し，同時異相の関係とな

る（第 4 図）．また，本地域外であるが，茅ヶ崎市茅ヶ

崎 3 丁目大深度温泉井（TG1）では，スラストシート

の発達により同じ地層が繰り返している可能性がある

ものの，下位より鐙摺層，森戸層，鐙摺層が分布する

とされる（小沢・江藤，2005）．
層厚　衣笠断層の北側の森戸層から大山層は同斜構造

を示し，スラストシートの発達による地層の繰り返し

がない場合，森戸層，鐙摺層及び大山層の層厚は約 5 
km 以上（下限不明）に達する．また，衣笠層に関し

ては最大約 2 km（上限不明）が推定される．一方，衣

笠断層より南側に分布する森戸層及び鐙摺層の層厚は，

多くの褶曲や断層が発達するため，正確にはよく分か

らない．

岩相　江藤ほか（1998）などに基づくと，森戸層は，

主に灰色～薄灰色塊状泥岩からなり，砂岩及び軽石凝

灰岩薄層を挟む．鐙摺層は苦鉄質火山砕屑物を含む凝
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灰質砂岩泥岩互層からなる粗粒タービダイトからなる．

大山層は主に灰色凝灰質砂岩からなり，含礫砂岩，礫岩，

苦鉄質火山砕屑物を含み，上部に大規模なスランプ構

造が認められる．何れの地層も堆積岩のほか，火成岩

のブロックや礫が含まれている（4.3 参照）．一方，衣

笠層は，主に森戸層の母岩が剪断化した泥岩からなり，

鐙摺層，大山層起源の砂岩泥岩互層や凝灰質砂岩や超

塩基性岩（蛇紋岩，角閃岩），アルカリ及びソレアイト

玄武岩，粗粒玄武岩，安山岩などの火成岩や，石灰岩，

チャートなどをブロック及び礫として多く含み，オリ

ストストロームに位置づけられている（江藤，1987）．
堆積年代　放散虫化石，石灰質ナノ化石，珪藻化石層

序に基づくと，葉山層群の堆積年代は全体として前期

中新世後半～中期中新世前半を示す（第 4 図）．ただし，

前述のように，衣笠断層以北では森戸層，鐙摺層，大

山層，衣笠層の層序とそれらの推定年代は概ね矛盾し

ないが，横須賀市長坂南部の YDP-1 及び YDP-12 ボー

リングコア（近藤ほか，2014）において森戸層に対比

された地層は，大山層や衣笠層とは同時異相の関係を

示す堆積年代を示す．

　なお，本報告では，秋元ほか（1995）の池上の試料

を江藤ほか（1998）の地質図に基づき衣笠層として扱っ

た（第 4 図）．また，蟹江・浅見（1995）は，山中町（横

須賀 IC）の葉山層群を衣笠泥岩層（三梨・矢崎，1968）
や衣笠オリストストローム（江藤，1986a）としているが，

江藤ほか（1998）に基づき，本報告では大山層上部のデー

タとして扱った．更に，江藤（1986a）によって森戸層

のスランプ礫岩に位置づけられていた真名瀬海岸の礫

岩は，蛯子・山下（2012a）に従い鐙摺層の泥岩・砂岩

と同質の偽礫に位置づけた．

堆積環境　池上のシロウリガイコロニー化石群集が産

出する地層は森戸層に位置づけられ，底生有孔虫化石

から古水深 1,200 m ～ 2,000 m（中部漸深海帯下部）が

推定されている（秋元ほか，1995）．
対比・テクトニックセッティング　葉山層群は保田層

群に対比され（木村，1971；Kurihara，1971 など），そ

の後，保田層群（ユニット）とともに付加体に位置づ

けられている（谷口，1992；小川，2004；高橋 ･ 高橋，

2008 など）．

　ただし，下記の理由から森戸層及び鐙摺層の一部の

みが厳密な意味での深海底～海溝充填堆積物起源の付

加体で，鐙摺層及び大山層は本州側の付加体を被覆す

る海溝陸側斜面堆積物，衣笠層は 15Ma 頃の外縁隆起

帯周辺などのオリストストロームに位置づけられる可

能性もあり，蛯子・柴田（2012）が指摘するように葉

山層群の層序区分は再検討の必要がある．

（1）大山層（森戸川中流域）及び鐙摺層（真名瀬海岸）

の礫の多くは，石英質ワッケ，長石質ワッケ，石英質

アレナイト，長石質アレナイトの砂岩類で，角礫の

チャートを含むとされ，玄武岩，安山岩，デイサイト

の化学組成も特徴は伊豆－小笠原弧起源でないとされ

る（蛯子・山下，2012a）．また，大山層は狭い範囲で

の走向傾斜の変化に乏しく広い範囲で同斜構造を示し

ており，付加体を特徴づける地質構造とは言えない．

（2）衣笠断層以南では大山層を特徴づける岩相が認め

られず，森戸層・鐙摺層を直接衣笠層が覆っており，

かつ武山断層南側に分布する森戸層の堆積年代は大山

層と同じ時代を示し（近藤ほか，2014），森戸層と大山

層～衣笠層を特徴づける岩相が同時異相の関係で分布

する（第 4 図）．

（3）葉山層群の年代は 19，18 ～ 15 Ma 頃を示すが，大

山層や衣笠層は房総半島の保田層群（保田ユニット）

ではなく，年代的には保田層群を覆う佐久間層群（斎藤，

1992；高橋，2008）に対比される．また，蛇紋岩など

の異質火成岩のブロックは葉山層群の多くの層準で認

められ，特にオリストストロームとされる衣笠層に多

く分布し，衣笠層の岩相は嶺岡層群や保田層群の角礫

を含む佐久間層群と類似しており，異質火成岩のブロッ

クは堆積性である可能性を否定できない．

（4）葉山層群は衣笠断層，北武断層，武山断層によっ

て形成された葉山隆起帯に分布するため，これらの断

層は葉山層群の付加体の地質構造のようにイメージさ

れる（蟹江，1998 など）こともあるが，これらの断層

は鮮新世末以降の上総層群前弧堆積盆の南縁を限る外

縁隆起帯に発達したものであるが，それ以前に活動し

ていたかは不明である（5.3 参照）．

4.2　矢部層（Sk,Ko）及び立石層（Tt）

地層名・定義　江藤（1986a）の矢部層を，蟹江・浅

見（1995）に基づき，すなわち石灰質ナノ化石層序か

ら下位の葉山層群衣笠層との間に時間間隙が存在する

ことから葉山層群から独立させた．なお，木村（1971，
1976）は葉山層群を不整合に覆うグリーンタフ層準に

位置づけ，Ogawa et al.（1985）は房総半島の佐久間層

群に対比し，何れも矢部層の堆積年代を示すデータは

示されていないが，葉山層群から独立させ矢部層群と

呼んでいる．三梨・矢崎（1968）の矢部凝灰質砂岩泥

岩互層（1966 年の第 11 回太平洋学術会議での木村政昭

氏の講演内容を引用）にあたる．

　また，江藤（1986a）によって鐙摺層の部層として位

置づけられた立石凝灰岩部層を，蟹江・浅見（1995）
に従い，立石層と格上げして鐙摺層から除き，矢部層

と立石層は同時異相関係の地層とした．小島（1954）
の立石頁岩層（ただし，岩相の記述が異なる）や木村

（1965）の立石凝灰岩層にほぼ一致する．
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分布　矢部層は，衣笠断層以北の横須賀市衣笠町～小

矢部と久村付近に分布する．ほかに，逗子市沼間のボー

リングコア KM4 の Ⅲ 帯（深度約 1,000 及び約 1,100 
m）の試料から石灰質ナノ化石 CN5 帯の可能性が示さ

れ，矢部層に対比されている（第 4 図：蟹江・堀内，

1999）．また，江の島や姥島（本地質図外）の池子層に

類似するとされたスコリア凝灰岩とシルト岩の互層は

放散虫化石帯から堆積年代としては三崎層下部に対比

される（鈴木・蟹江，2012a；森 ･ 小川，2021）が，江

の島に関しては池子層の分布域に位置し，池子層との

間に田越川不整合を伴っている可能性が高いことから，

田越川不整合を伴わない付加体の三崎層でなく，矢部

層に対比した（第 4 図）．

　一方，立石層は，北武断層西部沿いの横須賀市秋谷

南部（立石海岸など）と同市荻野付近（山崎山付近）

に分布する．

層序関係　矢部層と下位の衣笠層との層序関係は，衣

笠層はオリストストロームであるため両者の地質構造

の差異が正確には分からないが，時間的間隙があるこ

とから，衣笠層とは不整合，一部断層で接すると考え

られる．なお，三梨 ･ 矢崎（1968）では整合関係，江

藤ほか（1998）では断層関係とされている．また，上

位の三浦層群（本報告の安房層群）とは不整合関係に

ある（江藤ほか，1998）．
　一方，立石層は，森戸層を整合に覆い，三浦層群（逗

子層）とは断層及び不整合関係とされている（江藤ほか，

1998）．
層厚　矢部層は小矢部付近で約 500 m，衣笠町で 600 m
以上，立石層は秋谷南部で 250 m 以上．

岩相　矢部層は下部の坂口凝灰質砂岩部層（Sk）と上

部の小矢部凝灰質砂岩泥岩部層（Ko）に細分される（江

藤，1986a）．坂口凝灰質砂岩部層は，灰褐色の軽石を

含む凝灰質細粒砂岩からなり，凝灰質粗粒砂岩のほか，

まれに火山礫凝灰岩，軽石凝灰岩の薄層を挟む．また，

上部にはデイサイト凝灰岩及び凝灰質（軽石質及びス

コリア質）砂岩の互層や，玄武岩質砂岩・泥岩が挟ま

れる．一方，小矢部凝灰質砂岩泥岩部層は，泥岩～砂

質泥岩及び凝灰質砂岩泥岩互層からなり粗粒砂岩（ス

コリア火山礫を含む）や軽石凝灰岩の薄層を挟む．

　立石層は，安山岩～玄武岩質で本質の粗粒凝灰岩と

細粒凝灰岩の互層からなり，火山礫凝灰岩，凝灰角礫

岩を含む．新鮮な部分は特徴的に緑灰色を呈する．

堆積年代　小矢部凝灰岩質砂岩泥岩部層の上部（横須

賀市小矢部及び森崎）からは石灰質ナンノ化石 CN5b
帯～ CN6 帯が得られ，後期中新世初頭と推定されてい

る（江藤ほか，1987；第 4 図）．岩相の特徴から矢部層

は房総半島の荒
こうじま

島層に対比される（小川，1981；斎藤，

1992）が，荒島層の堆積年代は石灰質ナンノ化石 CN5a

帯下部より古いとされ（斎藤，1992），矢部層より少し

古い年代を示す．また，Ogawa et al.（1995）は矢部層

群（本報告の矢部層）を佐久間層群に対比しているが，

佐久間層群の堆積年代は浮遊性有孔虫化石帯 N8（17 ～

15Ma 頃）に相当するとされており（高橋，2008），矢

部層より明らかに古い堆積年代を示す．

　一方，立石層からは，直接，堆積年代を推定できるデー

タは得られていない．

堆積環境・テクニックセッティング　古水深は 500 m
～ 1,000 m（江藤ほか，1987），上部の底生有孔虫化石

群集からは上部漸深海下部の古環境（江藤ほか，1998）
が求められている．矢部層と立石層が同時異相の関係

であるとすると，給源はより南方と推定される．なお，

矢部層の堆積年代は 11 Ma 頃で，三崎層の下部（下限

不明）の堆積年代に相当する．しかし，矢部層と逗子

層との間には田
たごえかわ

越川不整合が存在するが，付加体と考

えられている三崎層にこの不整合が存在せず連続して

分布しており，両者は異なるテクトニックセッティン

グの堆積物，すなわち矢部層及び立石層は近接する当

時の伊豆－小笠原弧から火山噴出物の供給を受けた本

州側の海溝陸側斜面堆積盆堆積物である可能性が考え

られる．

4.3　葉山層群，矢部層及び立石層に産出する火成岩異

地性岩体

　葉山層群及び矢部層は蛇紋岩など多様な火成岩のブ

ロックや礫を含む（青木，1925；生越，1948；小島，

1954；三梨・矢崎，1968；狩野ほか，1975；木村ほか，

1976b；Uchida and Arai, 1978；江藤，1986a；蟹江ほか，

1987；谷口ほか，1988；谷口・小川，1990；江藤ほか，

1998；阿部，2004；高橋・荒井，2010；蛯子・山下，

2012b など）．これらの異質岩体は特に衣笠層に多く認

められる．ほかに，逗子層基底部の田越川砂礫岩部層

にも蛇紋岩など多様な火成岩からなる礫や砂が含まれ

る．以下，各層毎の主な火成岩体のブロック及び礫を

示し，第 2 図や付図 2 では異地性岩体として超塩基性

岩（U），玄武岩及びドレライト（Ba），安山岩（An）
のみを示した．なお，本地域を含む葉山－嶺岡帯のオ

フィオライト様岩体の岩石学的な検討とその成果に基

づく起源については多くの研究・議論が行われている

（高橋ほか，2012 など）が，ここでは省略する．

（1）森戸層

［蛇紋岩］葉山町上山口の 2 ヶ所（小島，1954；江藤，

1986a）．ただし，小島（1954）は岩脈として記述．横

須賀市芦名 2 丁目の 1 ヶ所（佐藤ほか，1999）．
［玄武岩質安山岩］葉山町上山口，下山川沿いの一ヶ所

に分布し，森戸層に貫入すると考えられる（渡部ほか，
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1968；谷口ほか，1988）．急冷縁があるとの記載がある

ものの露頭での森戸層との接触関係は明瞭とはいえず，

K-Ar 年代 23.4±0.8 Ma（谷口ほか 1988）及び 19.5 士 0.7 
Ma（今永・山下，1999）は，何れも森戸層より古い値

を示す，このため，本地質図では異質火成岩とした．

［ドレライト］上山口水源地橋の 1 ヶ所（谷口・小川，

1990 など）．K-Ar 年代 37.4±0.6 Ma が得られている（谷

口・小川，1990）．
（2）鐙摺層

［蛇紋岩］葉山町一色（旧字滝ノ上）１ヶ所（小島，

1954；江藤，1986a）．
（3）大山層

［玄武岩・安山岩・デイサイト］横須賀市真名瀬（芝崎

海岸北）に多数（蛯子・山下，2012a）．堆積岩類（チャー

ト，ワッケ，アレナイト，頁岩）なども多く伴う．

（4）衣笠層

［蛇紋岩］横須賀市池上～衣笠栄町の 4 ヶ所（三梨・矢

崎，1968；渡部ほか，1968 など），葉山町木古庭～横須

賀市阿部倉・平作の 7 ヶ所（赤嶺ほか 1956；三梨・矢崎，

1968；蟹江ほか，1987 など）．

［アルカリ玄武岩（枕状溶岩）］横須賀市平作の 2 ヶ所（三

梨・矢崎，1968；木村ほか，1976b；蟹江ほか，1987）．
このうち１ヶ所は横須賀市指定天然記念物の三浦枕状

溶岩で，K-Ar年代及びAr-Ar年代は 50～ 40 Ma（Kaneoka 
et al., 1981）が得られている．なお，木村ほか（1976b）
は三浦枕状溶岩の層準を矢部凝灰質砂岩泥岩互層基底

部に位置づけている．

［かんらん岩・蛇紋岩・斑れい岩・角閃石岩・玄武岩・

安山岩など］横須賀市野比～長沢の海岸付近（浅見ほか，

1992 など）．チャート，石灰岩などとともに産出．

（5）矢部層

［蛇紋岩］横須賀市久村の2ヶ所で，礫の集合体からなり，

浮遊性有孔虫 N8 ～ N9 帯の大型有孔虫化石を含む石灰

岩を伴う（門田ほか，1988）．
（6）立石層

［安山岩］横須賀市秋谷の南部（正行院付近）の 2 ヶ

所（三梨・矢崎，1968；渡部ほか，1968；蛯子・山下，

2012b）．蛯子・山下（2012b）は，緑色凝灰岩（立石層）

と泥質岩（森戸層）が断層に挟み込まれ，何度も繰り

返す周辺の地質構造から，露頭観察はできないものの

剪断帯にブロックとして取り込まれたと推定している．

［蛇紋岩］横須賀市太田和の 2 ヶ所（三梨・矢崎，

1968；見上ほか，1980）．
［かんらん岩］横須賀市長坂（旧字堀池）の 1 ヶ所（谷口・

小川，1990）．狭小なため本地質図には示していない．

4.4　三浦層群（三崎層・初
はつせ

声層）及び安房層群（逗子層・

池子層）

　三浦半島で，中・下部中新統～鮮新統（海成層）は，

三浦半島南部に分布する三崎層及び初声層と中部～北

部に分布する逗子層及び池子層に区分されてきた（見

上ほか，1980；江藤ほか，1998；蟹江，2012 など）．

　これらの地層は，本報告の葉山層群や矢部層及び立

石層を覆い，上総層群に覆われる地層群として，房総

半島に広く分布する中 ･ 上部中新統～鮮新統（海成層）

とともに三浦層群と呼ばれてきた（三梨ほか，1976，
1979）．しかし，三浦層群全体で堆積環境や構造発達の

違いが論じられるようになり，三浦半島でも三崎層及

び初声層と逗子層及び池子層とを区別することが提案

された（蟹江・蟹江，2001；蟹江・三浦半島活断層調

査会，2004）．その後，高橋（2008）は，主に堆積場の

違いに基づき，海溝～海溝陸側斜面堆積盆を埋積した

ものは三浦層群に，前弧海盆堆積物を埋積したものは

安房層群に区別し，三浦半島では三崎層と初声層が三

浦層群に，逗子層と池子層が安房層群に区分された．

本報告でもこの層群区分を使用する．ほかに，竹内ほ

か（2015）は三崎層が付加体であることから，ほかの 3
層とは区別した例もある．

　なお，三崎層及び初声層と逗子層及び池子層との境

界は，主に武山断層に置かれている（見上ほか，1980；
江藤ほか，1998；蟹江，2012 など）．しかし，高橋（2008）
は，武山断層南側では佐

さじま

島において Ok 凝灰岩層（後期

中新世末）の下位に基底礫岩を伴って葉山ユニット（本

報告の葉山層群）が露出し，武山断層東部の南側にお

いても葉山ユニットの露出が認められ先上部中新統基

盤深度が浅いが，それらの南方では厚い三浦層群（三

崎層，初声層）が分布することから，佐島と天神島の

境界から金田湾にかけて西北西－東南東方向に大きな

落差のある断層を推定し，三浦層群（三崎層及び初声

層）と安房層群（逗子層及び池子層）の境界としている．

葉山層群及び矢部層と逗子層との間の田越川不整合が

佐島地域まで認められる（5.1.3）ため，本報告も高橋

（2008）の区分境界に従った．

4.4.1　三崎層（Ms）
地層名・定義　名称は小池・村井（1950）の三崎互層

に基づく．赤嶺ほか（1956）の三崎累層，三梨ほか（1976，
1979）の三崎砂岩泥岩互層，小玉ほか（1980）の三崎互層，

見上ほか（1986a）の三崎町層にあたる．

分布　三浦半島南部うち，その南部から西縁部にかけ

てに広く分布する．なお，江藤ほか（1998）などで佐島，

長沢付近に分布するとされた三崎層に関しては，佐島

の観音鼻の北東約 200 m の背斜軸部の露頭で葉山層群
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（森戸層）を傾斜不整合で覆うとされ（蟹江，1967），
下限の堆積年代も逗子層に相当することから，本報告

では逗子層に位置づけた．

層序関係　下限は不明で，三崎層下部と矢部層，三崎

層上部と逗子層下部は，それぞれ同時異相の関係にあ

る（三梨・矢崎，1968 など；第 4 図）．

層厚　三浦市南部の岩堂山～宮川湾東部の見かけ上同

斜構造を示す地域で，スラストシートによる重複がな

い場合 1,300 m 以上と推定される．また，横須賀市長井

（荒磯付近）では 500 m ～ 600 m 以上であるが，その西

方沖約 1.5 km の亀城礁にも三崎層が分布する（江藤ほ

か，1998）ことから，亀城礁までの三崎層を加えると

1,000 m 以上が推定される．また，三浦市南下浦町上宮

田の 1,500 m ボーリングコア MU3 では，宮田層と葉山

層群に挟まれた層厚約 650 m の凝灰質泥岩を挟む凝灰

質粗粒砂岩（標高 -117 m ～ -765 m 間）が初声層に位置

づけられ，三崎層が欠如する（小沢・江藤，2005）．また，

その北東の武山断層東部の津久井でも葉山層群を初声

層が覆うとされる．以上のことから，三崎層の層厚は

南東側ほど厚く，北東側へ急激に薄くなり，長坂の東

付近から上宮田に至る北西－南東方向の位置より北東

側には分布しない．

岩相　以下の記述は，主に赤嶺ほか（1956），三梨・矢

崎（1968），小玉ほか（1980），平田ほか（1987），相原

ほか（1988）に基づく．

　本層は最上部を除くと，主にシルト岩（主に厚さ数

10 cm～2 m）と火砕質砂岩～礫岩（主に厚さ数cm～1 m）

の互層からなり，珪長質凝灰岩（主に厚さ数 cm ～ 2 m）

を挟む．互層は，主にシルト岩優勢互層からなり，一部，

ほぼシルト岩主体層や等互層が認められる．シルト岩

はしばしば極細粒砂岩となり，全体として淡黄灰を呈

する．火砕質砂岩～礫岩は，灰黒色スコリアを多く含

むほか，灰白色化～黄灰色軽石，シルト岩の角礫を含

む．また，わずかに火山弾や火山豆石も多くの層準で

認められる．火砕質礫岩～粗粒砂岩は級化層理がよく

認められ，上位にスコリア質の中・細粒砂岩を伴うこ

とも多い．凝灰岩は白色～淡桃灰色を呈する珪長質（流

紋岩～石英安山岩質）で，三崎層上部に比較的多く挟

まれる．

　本層の最上部（油壺湾周辺や小網代湾北側など）は，

主に厚いスコリア質砂岩～礫岩（主に厚さ 10 数 cm ～

50 cm，一部，スコリア火山礫～凝灰岩）からなり，シ

ルト岩を挟む．赤嶺ほか（1956）は，この一部を油壺

火砕質砂岩層と呼んでいる．また，本層は全体に斜交

層理のほか，スランプ，コンボリュート葉理などの乱

堆積構造が広く認められる（小島，1980,1981；柴田・

蛯子，2009 など）．

堆積年代　微化石層序と凝灰岩層の放射年代から，三

浦半島南端部（下限不明）に分布する三崎層は中期中

新世後半～後期中新世 / 鮮新世境界付近（13 ～ 6,5 Ma
頃）の堆積年代を示す（第 4 図）．第 4 図で示す文献の

ほか，安東ほか（1989）も三崎層下部，中部，上部から，

それぞれ CN6 ～ 8 帯，CN9 帯，CN10 帯を得て同様な

堆積年代を推定している．

堆積環境　底生有孔虫化石群集から，本層は下部漸深

海帯（安東ほか，1989），中部漸深海下部ないし深海帯

（秋元ほか，1991；秋元，1993）での堆積が推定され

ている．また，生痕化石群集は，本層の中下部は主に

Zoophycos と Chondrites の組合せ（早川，1989），下部

は Zoophycos 相（長田ほか，1996）で特徴づけられる．

また，三浦半島南東端付近の剱崎からシロウリガイコ

ロニー（蟹江ほか，1991）が産出し，産出層の底生有

孔虫から堆積深度は中部漸深海帯下部と推定されてい

る（秋元，1993）．
　一方，スランプ構造などの解析から北や北東方への

海底斜面が推定されている（小島，1980，1981；早川，

1989）．また，早川（1989）は，海底扇状地下部～中部

に位置づけ，フジツボやウニの刺など岩礁海岸の存在

を示唆する化石群集を含むが，砂岩はスコリアが主で

陸源砕屑物と考えられる砂をほとんど含まないことか

ら，スコリアは一度浅海に堆積したものの再堆積物で

あると推定している．

テクトニックセッティング　三崎層は付加体に位置

づ け ら れ て い る（Ogawa et al.，1985；Hanamura and 
Ogawa, 1993；Yamamoto et al., 2017 など）．また，三崎

層の火山豆石や降下スコリア及び異質火山岩礫などの

火山学的検討から，現在より南方の本州弧から離れた

当時の伊豆－小笠原弧の火山フロント近くの前弧海盆

に堆積したと考えられている（徐・谷口，1988；谷口

ほか，1991；有馬ほか，1991；白崎・有馬，1993 など）．

4.4.2　初
はっせ

声層（Ht）
地層名・定義　赤嶺ほか（1956）の初声凝灰角礫岩お

よび凝灰質砂岩に基づく．三梨ほか（1976，1979）の

初声凝灰質砂岩層（地質図では初声層と呼称），鈴木ほ

か（1995），小玉ほか（1980），江藤ほか（1998）の初

声層にあたる．なお，地名は「はっせ」であるが，地

層名のローマ字表記は Hatsuse と表記されている．

分布　三浦半島南部の中部に広く分布する．

層序関係　三崎層最上部と初声層最下部とは同時異相

及び指交関係にあるとされる（三梨・矢崎，1968 など：

第 4 図）．なお，城ヶ島東部，油壺（三浦市三崎町小網代），

海老ヶ浜（三浦市初声町三戸）の三崎層と初声層の岩

相境界は海底地すべり面のスランプスカーに相当する

とされる（宮澤ほか，2018）．また，横須賀市林付近か

ら雨崎（三浦市南下浦町金田）の北西－南東方向のラ
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インより北東側では葉山層群を直接不整合で覆ってお

り，三崎層をオーバラップするように分布する．北方

に分布する逗子層上部とは同時異相の関係にある．

層厚　三浦半島南部の石堂山北東付近や長井（佃嵐崎

付近）で 400 m 以上と推定される．ほかに，三浦市南

下浦町の 1,500 m ボーリングコア MU3 では，葉山層群

と宮田層に挟まれた層厚約 650 m の初声層が分布する

とされる（小沢，江藤，2005）．
岩相　スコリア・軽石及びスコリア火山礫凝灰岩～凝

灰岩，スコリア質及び軽石質・スコリア質の淘汰の悪

い細礫を含む粗粒～極粗粒砂岩，比較的淘汰の良い中

粒～粗粒砂岩からなる．また，珪長質の細粒～粗粒砂

岩の薄層を挟むこともある．全体に級化層理と斜交層

理がよく発達し，スランプ褶曲が多く認められる．また，

本層の基底部は三崎層を大きく削り込んでおり，下位

の三崎層由来のシルト岩や砂礫岩の角礫のほか，海底

地すべりあるいは削り込みに伴う三崎層由来のブロッ

クを含む．

堆積年代　長井の初声層基底部の石灰質ナノ化石，菊

名の Ok，Sk 凝灰岩層の放射年代ほか，下位の三崎層の

堆積年代から，下限は後期中新世末～前期鮮新世初頭

（6.5 ～ 5 Ma 頃）頃に及び，三崎層と同時異相の関係を

示す（第 4 図）．一方，上限は不明で，4.5Ma 前後まで

の地層としか分からない．

堆積環境　本層の堆積環境に関して，三梨ほか（1976，
1979）は大型斜交層理の発達から深度 200 m 以浅，早

川（1989）は波浪の影響も認められる海底扇状地の上

部相，江藤ほか（1998）は陸棚以浅と推定している．

また，柴田 ･ 伊藤（2013）及び宮澤ほか（2018）は，

初声層上部の大型トラフ型斜交層理の特徴から，最大

で 180 m 程度の古水深での形成を推定している．更に，

宮澤ほか（2018）は，トラクション構造（斜交層理，

平行層理など）から，三崎層から初声層へ，重力流起

源から黒潮起源へと変化し堆積盆の浅海化を示してい

るとした．ほかに，北里（1986）は，既存の底生有孔

虫化石データから初声層の古水深を約 50 m と推定して

いる．

テクトニックセッティグ　初声層の堆積場は急激に浅

海化を示し，初声層の褶曲の変形度が三崎層に比べ小

さいなどから，初声層は付加された三崎層を覆う，伊

豆－小笠原弧に近接した本州側の浅くなった海溝沿い

（海溝陸側斜面堆積盆堆積物など）に位置づけられてい

る（高橋，2008；Yamamoto et al., 2005 など）．

4.4.3　逗子層（Zs）
地層名・定義　地層名は赤嶺ほか（1956）の逗子シル

ト岩層に，定義は江藤（1986b）及び江藤ほか（1998）
に基づく．三梨ほか（1976，1979）の逗子層にあたる．

なお，江藤ほか（1998）は，本層基底部を下山口砂礫

岩部層（Sy）及び田越川砂礫岩部層（Tg）に区分し，

基底部以外を逗子層主部と呼んでいる．

分布　本層は，衣笠断層と北武断層に切られ，（1）北

東へ傾斜する北側隆起の衣笠断層上盤側，（2）衣笠断

層と北武断層（南側隆起）による地溝状凹地，（3）北

武断層南縁沿い，（4）武山断層の南縁沿いに分布する．

基底部の田越川砂礫岩部層は三浦半島北部の田越川か

ら阿部倉山付近，田浦大作町，横須賀市山中町，衣笠

栄町に至る地域に分布し，下山口砂礫岩部層は以上の

地域を除く逗子層基底部に分布する．

層序関係　逗子層は葉山層群及び矢部層・立石層を傾

斜不整合（田越川不整合）で覆う．

層厚　基底部の田越川砂礫岩部層は 5 m ～ 50 m，下

山口砂礫岩部層は 0 m ～ 130 m の層厚を示す（江藤，

1986b）．また，地表の走向傾斜から，逗子層全体とし

ては逗子市の阿部倉山～沼間で約 1,000 m ～ 1,100 m，

須賀市池上～稲岡で 1,800 m が推定される．一方，逗

子市沼間の大深度温泉井（KM4：地表は逗子層最上部

が分布）では約 1,000 m（蟹江・堀内，1999），池上～

稲岡の南東にある大深度温泉井（YS12）では標高 -600 
m に下山口砂礫層の基底部があるとされ（小沢・江藤，

2005），何れも上述の地表の走向傾斜による見積と整合

的な厚さを示す．

　一方，藤沢市川名の大深度温泉井（FJ5）では 500 m
弱（小沢・江藤，2005）．横須賀市佐島では約 125 m ～

175 m（蟹江（1967）の A 層）と推定され，前述の地域

に比べ層厚は薄い．

岩相　赤嶺ほか（1956），江藤ほか（1998）及び平田ほ

か（2012）などに基づくと，基底部の田越川砂礫岩部

層及び下山口砂礫岩部層は，主に基底部の礫岩とそれ

を覆う凝灰質砂岩からなり，石灰質シルト～細粒砂岩，

石灰質礫岩，凝灰岩を伴う．また，上部は砂岩泥岩互

層となり，漸移的に逗子層主部に至る．基底部付近に

貝サンゴ，魚類などの化石密集層が認められる（赤嶺

ほか，1956；Shikama, 1973 など）．礫岩は主に中礫（角

礫～亜円礫）からなり，大礫（まれに巨礫）を含む．

礫種は葉山層群由来の泥岩，細粒砂岩及び凝灰質粗粒

砂岩，火山岩（蛇紋岩，流紋岩，安山岩など）のほか，

先葉山層群の砂岩 ･ 頁岩の円礫（細礫～中礫）も認め

られる．

　基底部を除く逗子層は，主に泥岩優勢の砂岩泥岩互

層及びシルト岩からなる．砂岩泥岩互層の泥岩は主に

シルト岩～極細粒砂岩，砂岩は細粒砂岩～中粒砂岩か

らなり，軽石を含む淘汰のよい凝灰岩質の中粒～粗粒

砂岩や軽石凝灰岩を挟む．全体に平行層理が発達し，

砂岩層には級化層理やコンボリュート葉理もが認めら

れる．シルト岩は概ね塊状であるが，平行葉理を伴う
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極細粒～細粒砂岩や軽石凝灰岩の薄層を挟む．ほかに，

相原ほか（1988）は，横須賀市鴨居の逗子層上部から

火山豆石を報告している．なお，走向傾斜が乱れてい

る地域（衣張山西方など：付図 2）があるが，海底地す

べりによる地層の変形を示している可能性がある．

堆積年代　微化石層序及び凝灰岩層の放射年代から，

本層の堆積年代は後期中新世後半から前期鮮新世中頃

（8 ～ 4.2 Ma 頃）と推定される（第 4 図）．ただし，下

山口砂礫岩部層及び田越川砂礫岩部層からは，直接年

代を示すデータは得られていない．

堆積環境　基底部を除く主体は底生有孔虫化石群集の

解析から，上部漸深帯下部ないし中部漸深海帯（深

度 500 m ～ 2,000 m）と推定されている（江藤ほか，

1987）．

4.4.4　池子層（Ik）
地層名・定義　江藤（1986b）及び江藤ほか（1998）に

基づく．本層の基底部にあたる鷹取山周辺～神武寺駅

周辺（逗子市池子及び沼間，横須賀市湘南鷹取）や衣

張山の南方（名越切通付近：逗子市久木～鎌倉市大町）

では，更に鷹取山火砕岩部層（Tk）と神武寺火砕岩泥

岩部層（Jm）に細分されている．

分布　本層は，主に三浦半島北部に広く分布し，概ね

北ないし北東方への同斜構造を示す．なお，佐島の池

子層については，下位の地層を逗子層に位置づけたた

め池子層にした．

層序関係　逗子層とは整合的であるが，本層基底部，

特に逗子市沼間などに分布する鷹取火砕岩部層及び

神
じ ん む じ

武寺火砕岩泥岩部層は池子層を削り込む．

層厚　150 m ～ 400 m（江藤ほか，1998）．
岩相　主に泥岩主体の泥岩と火山砕屑岩の互層からな

る．泥岩は主に凝灰岩質のシルト岩からなる．また，

鷹取山火砕岩部層は安山岩及び玄武岩火山砕屑岩，神

武寺火砕岩泥岩部層は鷹取山火砕岩部層に由来する火

山岩塊，逗子層に由来する泥岩塊及び両者の混合岩（海

底地すべり堆積物）からなる．なお，基底部の両部層

と同じ層準にあたる側方の池子層基底部（衣張山西方

や扇ガ谷西部）でも走向傾斜が乱れている地域があり，

海底地すべりが発達している可能性がある．

堆積年代　微化石層序及び凝灰岩層の放射年代から，

前期鮮新世後半から後期鮮新世中頃（4.2 ～ 2.7 Ma 頃）

と推定される（第 4 図）．

堆積環境　池子層は水深 500 m ～ 2,000 m と推定され

ている（江藤ほか，1987）．逗子市池子付近の池子層の

鷹取山火砕岩部層及び神武寺火砕岩泥岩部層にシロウ

リガイコロニーの化石群集が産出する（Niitsuma et al., 
1989；平田ほか，1991；松島・平田，1991 など）．

4.4.5　三浦層群及び安房層群の凝灰岩層の対比

　三浦半島の三浦層群及び安房層群には多くの凝灰

岩層が挟在する（三梨・矢崎，1958，1968；三梨ほ

か，1976，1979；小玉ほか，1980 など）．三梨・矢崎

（1968）では，本報告の層序区分とその分布域との関係

に基づくと，三崎層には下位より Tz，Bm，Mk，Nt，
Bs，Mr，So が，初声層には Ok，Hk，佐島付近の逗子

層には Kn，Ok，衣笠断層と北武断層との間に分布す

る逗子層には Nr，Ok，衣笠断層以北の逗子層では下位

よ り Ok，Kk，Mo，Mk，Bw，Ms，Sn，Am，Sk，Tz，
Ss，Js，Rs，Sy，Os，Ro，Nk，Ym，In，Kb，Bg，Ck，
Hk，Ft，Hi．佐島付近の池子層には Hk と，多くの凝灰

岩層が認識され名称が与えられている．そのうち，下

位より Mk，Bs，Mr（以上，三崎層に挟在），So（三崎

層上部から初声層基底部に挟在），Ok（逗子層～初声層

に挟在），Bg，Hk（逗子層に挟在．ただし，H のみ佐

島付近の池子層に挟在），Nt（逗子層に挟在）が対比に

よく利用されている．特に Ok と Hk は広域に追跡され，

それぞれ房総半島の天津層に挟在する Am78 と清澄層

に挟在する Ky21（中嶋ほか，1981）に対比されている（三

梨 ･矢崎，1958；卜部，1992 など；第 4 図）．

　一方，蟹江ほか（1991）は，So，Ok，Hk の鉱物組成

の構成鉱物分析に基づく凝灰岩層の見直し（笹原・蟹

江，1986），産出層の微化石層序及び放射年代から異な

る見解を示し，三浦半島に限ると，（イ）三浦半島南部

の佐島に Ok は存在せず So が挟在し，菊名の Ok は So
に対比され，長者ヶ崎の Ok は新たな Cg と定義できる，

（ロ）三浦半島南部の佐島や菊名の Hk は So に対比され

る，（ハ）So と Bg は対比され，So は Ok の下位ではな

く上位の可能性が高いなどの修正を行っている．

　蟹江ほか（1991）に対して，卜部（1992）は，卜部

ほか（1990）などの成果に基づき，上記（イ）に対し

て（a）Ok の定義に問題があり，佐島・菊名の Ok は他

地域の Ok に対比される，上記（ロ）に対して（b）佐

島や菊名のHkはSoではなく他地域のHkに対比される，

上記（ハ）に対して（c）So と Bg は角閃石・火山ガラ

スの化学組成が異なるなど対比できないと否定してい

る．その後，鈴木ほか（1995），江藤ほか（1998），森

（2019）などで，三梨・矢崎（1958，1968）の鍵層名が

一部露頭地点の修正などがあるものの追跡可能な鍵層

として利用されている．

　第 4 図は，江藤ほか（1998）などが示す各地の凝灰

岩層の同定に基づき，微化石帯と放射年代を示した．

凝灰岩層の同定や対比は，卜部（1992）の上記（a）（b）
に従っているが，特に Ok と Hk 凝灰岩層に関しては微

化石層序と放射年代データと整合性が取れている．た

だし，菊名では微化石層序と放射年代データは欠ける．

房総半島及び三浦半島の微化石層序及び放射年代から，
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Ok凝灰岩層は後期中新世末（約 5.7 Ma），Hk凝灰岩層は，

それぞれ及び前期鮮新世初頭（約 5 Ma）に位置づけら

れる．

　一方，高橋（2008）でも指摘されているように，So
凝灰岩層に関しては，長井（荒磯）での石灰質ナンノ

化石層序（蟹江ほか，1991）から，上記（ハ）で示さ

れたように So 凝灰岩層は Ok 凝灰岩層の上位に位置づ

けられる可能性が高く，上記（c）では否定されている

が So は層位的には Bg に極めて近い層準にある．上記

のほか，森 ･ 小川（2019）でも佐島の凝灰岩層 So が

Hk に対比される可能性などが示されている．本報告で

は，概ね小玉ほか（1980）と江藤ほか（1998）に沿っ

て第 2 図，付図 2，第 4 図を作成したが，これらの凝灰

岩層の対比については再検討が必要と考えられる．

4.5　上総層群

 
　上総層群（伊田ほか，1956）は，三梨ほか（1976，
1979）によって三浦層群（本報告の安房層群及び三浦

層群）を不整合（黒滝不整合）で覆う層群として定義

される．三浦半島北部では安房層群池子層を覆って上

総層群下部（浦
うらごう

郷層及び野島層）が広く分布する（江

藤ほか，1998 など）．三浦半島南部北縁部（武山断層

南縁の横須賀市林付近）にも野島層に対比される林層

が分布し，上総層群に位置づけられている（江藤ほか，

1998）が，本報告では林層を上総層群に含めなかった（4.6
参照）．

　三浦半島北部に分布する上総層群の地質図は概ね江

藤ほか（1998）に従って編集したが，蟹江・三浦半島

活断層調査会（2005），蟹江ほか（2008，2015），鈴木 ･

蟹江（2012b），蟹江（2012，2016）は，岩相と微化石

年代などから，上総層群（浦郷層）の下限を 2.4 Ma 頃

とし，三梨・菊地（1982），見上・江藤（1986），江藤

ほか（1998）が鎌倉市十二所～上郷，横浜市金沢区六

浦南～高舟台，横須賀市浜追町～浦郷町などに分布す

るとされた浦郷層及び野島層を池子層に位置づけてい

る．

　また，稲垣ほか（2007）は，池子層から野島層に挟

まれるテフラの分布と江藤ほか（1998）の地質図の関

係から，テフラ層 KGP は池子層と浦郷層に，KGP よ

り下位の JNP は池子層，浦郷層及び野島層に，AHP と

TTS は池子層と浦郷層に挟在する（KGP 以外は，第 2
図や付図2では示していない）ことを明らかにしている．

このことから，稲垣ほか（2007）は，池子層，浦郷層，

野島層の層相に酷似した部分があるなど，岩相による

層序区分が難しいため生じたと考え，池子層，浦郷層，

野島層に含まれるテフラ層に基づいて層序区分を再検

討し，従来の地質図を訂正する必要があるとしている．

4.5.1　浦郷層（Ug）
地層名・定義　地層名は植田（1933），本地域の定義・

模式地は江藤（1986b）に基づく．大塚（1937）の浦郷

凝灰質砂岩層の一部，奈須（1950）の深沢砂岩，小池

（1951）の深沢粗粒凝灰質砂岩，三梨・菊地（1982）の

浦郷層及び深沢層などに相当する．

分布　鎌倉市十二所・梶原・笛田，浄明寺，横浜市金

沢区六浦南・東朝比奈町・朝比奈町，横須賀市浦郷町・

湘南鷹取など，三浦半島の北縁部に分布する．鎌倉の

市稲村ヶ崎－扇ヶ谷間などで北北東－南南西方向で西

落ちの断層に切られるものの，全体としては 10° ～ 30°
北北東～北傾斜の同斜構造を示す（江藤ほか，1998 な

ど）．

層序関係　浦郷層は削り込みを含む軽微な傾斜にて池

子層を覆う（江藤ほか，1998）．鎌倉市北部や池子では，

下位の池子層との間に層群間の不整合と呼ばれるよう

な時間的かつ堆積環境に大きなギャップはないとされ

る（宇都宮・間嶋，2012；Utsunomiya et al., 2017）．一方，

鎌倉市西端の腰越にも浦郷層が分布するとされる（見

上・江藤，1986；藤沢の自然編集委員会編，2002）が，

その分布からは池子層と浦郷層は不整合に関係にある

と推定される．

層厚　最厚 220 m（江藤ほか，1998）．なお，付図 2 か

ら推定すると 50 m ～ 200 m と層厚は大きな変化が認め

られる．

岩相　厚さ数 m から数 10 m の凝灰質粗粒～中粒砂岩卓

越層と，凝灰質シルト岩～極細粒砂岩卓越層の累重か

らなり，軽石及びスコリア凝灰岩の薄層を挟む．砂岩

には斜交層理や平行層理がよく発達する．礫は主に角

礫からなり，礫種は池子層の礫のほか苦鉄質の火山岩

礫が認められる．

堆積年代　浦郷層上部から野島層基底部に挟在する

KGP テフラ（稲垣ほか，2007）は，丹沢ざくろ石軽石

層（Tn-Gp）に対比され，その噴出年代は約 2.5 Ma と

推定されている（田村ほか，2010）．更に 微化石層序の

データも合わせると，本層の堆積年代は後期鮮新世末

から前期更新世初頭と推定される（第 4 図）．

堆積環境　古水深は，底生有孔虫群集から 100 m ～ 200 
m（江藤ほか，1987），貝化石群集から 400 m ～ 600 m

（大陸棚斜面）（鎌倉霊園の北：宇都宮・間嶋，2012）
が推定されている．また，鎌倉市の大平山付近に，シ

ロウリガイ類コロニーの化石群集が産出する（Niitsuma 
et al., 1989； 平 田 ほ か，1991； 松 島・ 平 田，1991；
Utsunomiya et al., 2015 など）．

4.5.2　野島層（Nj）
地層名・定義　地層名は大塚（1933，1937）の野島凝

灰質砂岩層に基づく．本地域の野島層の定義及び分布
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は江藤（1986b）に基づく．三梨・菊地（l982）の野島

層の下部を除いたものにほぼ一致する．

分布　本地域の北東端にあたる横浜市金沢区南部の高

舟台，東朝比奈町，六浦，六浦南，六浦東や横須賀市

の浜追本町，浜追町，浦郷町などに分布する．なお，

江藤（1986a）や横須賀市自然博物館編（1991）の地質

図では，横浜市金沢区六浦や深浦湾付近に野島層に東

西に延びる緩やかな船底状あるいは向斜構造が描かれ

ているが，本地質図では，横浜団体研究グループ（2018）
による走向傾斜に基づき，この地域を北北東へ緩やか

に傾斜する同斜構造とした．

層序関係　野島層は，軽微に傾斜して浦郷層を覆う（江

藤ほか，1998）．
層厚　200 m ～ 320 m（江藤ほか，1998）．
岩相　主に凝灰質シルト岩～極細粒砂岩の累重からな

り，凝灰質砂岩（一部礫岩を伴う），軽石及びスコリア

凝灰岩の薄層（主に数 cm ～ 2 m）を挟む．

堆積年代　微化石層序，古地磁気層序，テフラ年代から，

前期更新世の前半（約 2.5 ～ 1.7 Ma）が推定される（第

4 図）．

堆積環境　古水深は，野島層下部の底生有孔虫群集か

ら 500 m ～ 1,000 m（江藤ほか，1987），貝化石群集か

らは 400 m ～ 500 m（大陸棚斜面）と推定されている（宇

都宮・間嶋，2012）．また，シロウリガイ類コロニーの

化石群集が産出する（Niitsuma et al., 1989；平田ほか，

1991；松島・平田，1991；宇都宮ほか，2014 など）．な

お，浦郷町のものは浦郷層産と記述されているが，江

藤ほか（1998）の地質図では野島層にあたる．

4.6　林層（Hy）
地層名・定義　小池 ･ 村井（1950）の林凝灰質砂礫岩，

小池（1951）の林凝灰質砂礫岩層に基づき，江藤ほか

（1998）が林層に格上げしたもの．赤嶺ほか（1956）の

林凝灰質礫岩層，小島（1954）の金田層の一部，三梨 ･

矢崎（1968）の林凝灰岩質砂岩層にあたる．

　なお，三梨 ･ 矢崎（1968），江藤ほか（1998）などで

は本層を上総層群に位置づけているが，三浦半島北部

に広く分布する上総層群は前弧海盆堆積物に位置づけ

られるのに対し，下記の堆積環境で述べるように林層

は海溝陸側斜面堆積物に位置づけられる可能性が高い

ため，上総層群とは区別した．

分布　武山断層の南縁沿いの横須賀市林付近に分布し，

南へ緩やかに傾斜する（江藤ほか，1998）．
層序関係　葉山層群森戸層を傾斜不整合で覆い，宮田

層に不整合で覆われ，武山断層に切られる（江藤ほか，

1998）．
層厚　12 m 以上（小池 ･村井，1950）．
岩相　凝灰質砂岩で，軽石・スコリア質で，円礫のほか，

再堆積性凝灰角礫岩を含む．基底部には，葉山層群由

来の大礫サイズの亜角礫を含む（赤嶺ほか，1956 など）．

堆積年代　岩相及び軟体動物化石の類似により，上総

層群野島層に対比される（江藤ほか，1998）．
堆積環境　林層は衣笠断層以北に広く分布する上総層

群の分布域から離れ，逗子層上部，池子層，上総層群

が欠如する三浦半島中部を挟んで三浦半島南部北縁部

（武山断層南側沿い）に分布し，安房層群や三浦層群で

はなく森戸層を不整合で覆う．また，三浦半島北部に

分布する安房層群と上総層群は，衣笠断層により上位

の地層ほど緩やかな北～北東方向へ傾動を示す変形し

（5.3.2(1) 参照），少なくとも上総層群堆積時には三浦半

島中部は相対的な隆起部であったことが推定される．

これらのことから，林層は葉山層群が露出するような

海溝陸側斜面堆積盆の隆起部（あるいは外縁隆起帯の

海洋側沿い）の堆積物に位置づけられる可能性が高い．

4.7　中部更新統～上部更新統

　本地域の中部～上部更新統は，宮田層，片瀬層，横

須賀層，下末吉層，小
おばらだい

原台砂礫層，龍
りゅこうじ

口寺礫層及び三

崎砂礫層のほか，崖錐堆積物（緩斜面堆積物）及びロー

ム層に区分される．なお，多摩丘陵南部では長沼層か

ら下末吉ローム層までの層準の地層は相模層群と定義

されている（三梨・菊地，1982）．江藤ほか（1998）も

それに従い，三浦半島の宮田層から小原台砂礫層まで

の地層を相模層群にまとめている．一方，町田（2008）は，

三崎砂礫層（MIS5a）までの地層を相模層群に含めてい

る．本報告では，相模湾沿岸域の広域対比の観点から，

MIS5e までの堆積物を相模層群に含めた．

　なお，藤沢砂泥互層，引橋砂層，小原台砂礫層，三

崎砂礫層の離水面や侵食面は，それぞれ下末吉面

（MIS5e），引橋面（MIS5e-c），小原台面（MIS5c），三

崎面（MIS5a）と呼ばれ，それらの上位にはローム層が

分布する（町田，1973；岡ほか，1974；杉原，1975；
蟹江・大越，1981；太田ほか，1982；江藤ほか，1998；
小池・町田編，2001；藤沢の自然編集委員会編，2002
など）．地質図では，ローム層の分布はローム層を載せ

る地層と一括して示した．ただし，先上部更新統を基

盤とする丘陵の緩斜面に部分的に分布するローム層は，

概ね見上ほか（1986a）に従い，下限が不明なローム層

として地質図に示した．

4.7.1　宮田層（My）
地層名・定義　地層名は山川（1910）による．ただし，

鈴木（1932）で故山川氏が宮田層と命名したとの記述

があるが，山川（1910）に宮田層の記述はない．ほか

に青木（1925）や池辺（1931）で宮田層の記述がある．
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なお，鈴木（1932）は不整合があるとして，下部の初

聲層と上部の大木根層に区分したが，藤田（1951）は

不整合がないとして宮田層を再提起した．その後，奥

村ほか（1977），蟹江・大越（1981）で新たな層序区分

が試みられているが，本地質図では，適切な部層区分

が判断できなかったため宮田層として一括して示した．

ほかに，岡ほか（1974），三梨・矢崎（1968），江藤ほ

か（1998）などで地質図に宮田層の分布が示されている．

分布　主に武山断層と南下浦断層の間（宮田台地）に

広く分布し，総じて南側ほど上位の地層が分布する．

また，武山断層西部北側沿いの横須賀市太田和～長坂

（三梨・矢崎，1968；奥村ほか，1977 など）や，また

東部の武山断層東端北側の葉山層群が広く分布する野

比海岸にも宮田層の分布が報告されている（蟹江ほか，

2000）．ほかに，南下浦断層より南方引橋断層沿いに発

達した狭い地溝内に宮田層が分布するとされる（小玉

ほか，1980）．
層序関係　宮田台地北東部の横須賀市林で上総層群林

層を，太田和～長坂で葉山層群を傾斜不整合で覆う．

また，宮田台地南部から東部で初声層を不整合に覆う．

蟹江 ･ 大越（1981）は，南下浦町宮田では三角点 55.8 
m 東側の谷沿い以東で，葉山層群を宮田層が不整合で

覆う断面図を描いているが，その後の蟹江氏の地質図

（蟹江，2012 など）では示されていないため，本地質図

も示していない．林層と宮田層との不整合関係は，多

摩丘陵南部に認められる相模層群長沼層（MIS15 堆積

物）と下位の上総層群との不整合を示す長沼不整合（三

梨，1968）に相当する．

層厚　最大 180 m ～ 190 m（奥村ほか，1977；蟹江・大越，

1981）．三浦市南下浦町の深井戸ボーリングコア MU3
では，表層部のテフラ層を除き深度 135 m（孔高標高

18 m）まで宮田層が分布する（小沢・江藤，2005）．
岩相　主に礫層（細礫主体）を伴う中粒－粗粒砂層や

細粒～中粒砂層からなり，礫層（細礫主体），砂シルト

互層，シルト－極細粒層，凝灰質砂層のほか，スコリア，

軽石の薄層を挟む．細粒～中粒砂層を除き，貝化石を

産する．

堆積年代　笠間・塩井（2019）は，本層下部の津軽谷

砂礫部層に挟在する船久保タフ（Fn）から FT，U-Pb，
K-Ar年代を測定し，FT年代は0.41 Maを得ている．また，

宮田層の堆積構造から，宮田層は一つの海進堆積物で

はなく，幾つもの海進及び海退堆積物の累重からなる

として，下限は MIS13 より下位にある可能性を示した．

　一方，貝化石群集からは地蔵層中部～藪層に対比

される可能性が高いとされ，貝化石から 50 万年及び

30 万年前後の ESR 年が得られている（豊田・奥村，

2000）．山口ほか（1983）は，下宮田の宮田層から石灰

質ナノ化石の Pseudoemiliania lacunosa 帯（最終出現 約

0.4 Ma）などに相当するとされる．ほかに，MIS10 ～

MIS 2（約 35 万～ 2 万年前：中期更新世後半から後期

更新世末）に生息していた（近藤，2003），ナウマン像

の化石が産出する（長谷川・蟹江，1971）．
堆積環境　底生有孔虫化石に基づき宮田層の古水深は

約 50 m と推定されている（北里，1986）．

4.7.2　片瀬層（Ka）
地層名・定義　地層名は大塚（1933），定義は松本（1934）
に基づく．

分布　鎌倉市腰越～藤沢市片瀬山付近に分布する（松

本，1934；見上・江藤，1986）．
層厚　30 m（見上・江藤，1986）．
層序関係　池子層及び浦郷層を傾斜不整合で覆い，龍

口寺礫層に覆われる．

層相　松本（1934），見上・江藤（1986），藤沢の自然

編集委員会編（2002）に基づくと，斜交層理が発達す

る砂礫層，砂泥互層及び塊状シルト層からなる．礫は

中礫で，礫種は逗子層由来の泥岩や凝灰質砂岩のほか，

より硬い頁岩，チャート，砂岩，火成岩などの円礫を

含む．全体に細かい軽石を含む．

堆積環境　主に海成堆積物からなり，軟体動物化石は

温暖な古環境を示す（大塚，1933）．
堆積年代　直接時代を示すデータはないが，藤沢の自

然編集委員会編（2002）は相模層群基底部の長沼層

（MIS15 堆積物）に対比している．北方の横浜市西部に

分布する長沼層の分布の延長が本地域に至ることから，

本報告も藤沢の自然編集委員会編（2002）に従う．

4.7.3　横須賀層（Y）

地層名・定義　地層名は鈴木（1932）による．定義は

走水団研グループ（1965）及び蟹江ほか（1977）で行

われ，それぞれ 4 部層及び 2 部層に区分されているが，

本地質図では一括して示した．

分布　横須賀層は三浦半島北東部の東京湾沿い（横須

賀市走水，小原台，鴨居，馬越，富士見町，上町，小

矢部など）に分布する．

層序関係　横須賀層は，逗子層を傾斜不整合で覆い小

原台砂礫層に覆われる．

層厚　走水及び周辺地域の横須賀層は，走水団研グルー

プ（1965）と蟹江ほか（1977）が示す柱状図から判断

すると最大約 60 m，谷埋め形態を示し層厚変化が著し

い．小矢部では 5 m ～ 15 m（岡ほか，1974）．
層相　層相は走水団研グループ（1965）の部層区分に

基づくと，（1）基底礫層（主に逗子層にシルトの角礫

～円礫を含む），（2）海成軟体動物化石を多産する砂層

（一部凝灰質）及び極細粒砂－シルト層，（3）化石をほ

とんど含まないシルトや礫の薄層を挟む細粒～中粒砂
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層，（4）大型の斜交層理が発達する砂礫層（礫種はチャー

ト ･ 頁岩など硬質な円礫が多い）に区分される．（1）
は大津町 ･三春町に分布し本層の基底部に，（2）は（1）
の直上及び馬越町で逗子層を覆って分布する．（3）は

全域に認められ，（2）を覆い，小原台 ･ 鴨居では基盤

を覆う．（4）は小原台 ･鴨居のみ分布して（3）覆う．（1）
から（4）へは，異なる谷埋を埋めつつも，西から東へ

ダウンラップするような分布を示し，それぞれ下位の

層相と同時異相の関係にある．軟体動物，哺乳類（シ

カ類），サンゴなど多様な化石を含む．

堆積環境　走水付近の横須賀層は内湾・浅海あるいは

沖合に生息する軟体動物化石を産する（走水団研グルー

プ，1965 など）．基底部は谷埋め形態を示し，谷底と

側面では 20 m 以上厚さが異なる（走水団研グループ，

1965；蟹江ほか，1977）．
堆積年代　馬堀町の横須賀層に挟まれる Hk-TAu-12（箱

根多摩 Au 第 12 テフラ）（町田ほか，1974）は，MIS5e
の海進期後期のテフラと考えられている（町田・新井，

2003）．

4.7.4　藤沢砂泥互層（Fu）
地層名・定義　成瀬（1952）の相模原台地に広く分布

する藤沢泥層にあたり，藤沢の自然編集委員会編（2002）
によって，その相当層の一部が片瀬丘陵に分布すると

され，藤沢砂泥互層と呼ばれる．

分布　藤沢市片瀬山及び周辺地域（片瀬丘陵）．なお，

町田（1973）は，この地域全体を下末吉面が発達する

ことを示し，片瀬山における下末吉層頂部の高さを標

高 70 m と見積もっているが，大規模な宅地造成によっ

て，本層はほとんど削剥されている．

層序関係　池子層を不整合で覆う．また，龍口寺で

は片瀬層を不整合で覆う（藤沢の自然編集委員会編，

2002）．
層厚　不明．

層相　砂層及び泥層からなる（藤沢の自然編集委員会

編，2002）．
堆積年代　町田（1973），藤沢の自然編集委員会編（2002）
により，下末吉層相当層に対比されている．下部に

Tu-29 テフラを挟む（藤沢の自然編集委員会編，2002）．

4.7.5　引橋砂層（H）

地層名・定義　町田ほか（1974）に基づく．小玉ほか

（1980）の下末吉層，宮内（1996）の引橋段丘堆積物に

あたる．

分布　引橋（本地名は旧字で現在の小網代の森北東端）

付近から岩堂山付近（小玉ほか，1980）．
層序関係　初声層を傾斜不整合で覆う（小玉ほか，

1980；宮内，1996）．

層厚　数 10 cm ～ 5 m（小玉ほか，1980；宮内，1996）．
なお，上位を覆うローム層の層厚は 8 m（小玉ほか，

1980）あるいは約 10 m（新井ほか，1977）とされる．

層相　砂層及び砂礫層からなる（宮内，1996）．
堆積環境　波食台上の堆積物とされる（小玉ほか，

1980；宮内，1996）．
堆積年代　引橋砂層（一部，波食台）の離水面は HK-
KmP1，HK-KmP5，KmP7，On Pm1 などが挟まれるロー

ム層に覆われる（町田，1971；Machida，1975；新井ほ

か，1977；小玉ほか，1980；宮内，1996 など）．この

Hk-KmP テフラ群は下末吉海進期と On-Pm1 に挟まれ

て，MIS5e と MIS5c の間のテフラとされる（町田・新

井，2003），このため，引橋砂層は MIS5e と MIS5c の

間の堆積物と考えられている．ほかに，横須賀市稲岡町，

緑が丘，大津町の横須賀層下部からはナウマンゾウが

産出する（Naumann，1881；長谷川，1968；長谷川・蟹江，

1971）．

4.7.6　小原台砂礫層（O）

地層名・定義　走水団研グループ（1965）．
分布　模式地の横須賀市走水及び小原台，池田町など

のほか，武山断層東部の南部（宮田台の北部），武山断

層西部沿い，南下浦断層南側，引橋断層南側に分布す

る（走水団研グループ，1965；江藤ほか，1998；小玉ほか，

1980 など）．

層厚　小原台で約 2 m（蟹江ほか，1977）あるいは 3.5 
m 前後（江藤ほか，1998），宮田台地北縁部で 0.3 m
～ 3 m（岡ほか，1974）とされる．なお，上位を覆う

ローム層の層厚は，小原台付近で最大 8 m（走水団研グ

ループ，1965），三浦半島南部で最大 10 m（小玉ほか，

1980）とされる．

層相　礫層，砂層，シルト層からなり，平行層理が認

められる（岡ほか，1974；長田・菊地，1996）．
堆積環境　小原台の本層は波食台の堆積物と推定され

ている（長田 ･菊地，1996）．
堆積年代　本層上部に On-Pm1（御岳第一）テフラを

挟み，上位のローム層に Hk-OP（箱根小原台）テフラ，

Hk-TP（箱根東京）テフラなどを挟むことから，MIS5c
の堆積物と考えられている（長田・菊地，1996）．

4.7.7　三崎砂礫層（M）

地層名・定義　町田（1970）．
分布　宮田台地の西部・南部と南下浦断層西部南側地

域，南下浦断層東部と引橋断層間，小網代湾から雨崎

に至る三浦半島南縁沿い，城ヶ島にかけて広く分布し，

その離水面は三崎面（町田，1970，町田，1971）と呼

ばれる．また，江の島に分布する砂礫層の一部も，成

瀬（1952）と町田（1973）に基づき，三崎砂礫層相当
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層に位置づけた．

層序関係　南浦下断層以南では三崎層及び初声層を，

以北では宮田層を傾斜不整合で覆う．

層厚　主に 0.5 m～ 2 m（岡ほか，1974），0.5 m～ 1.5 m（小

玉ほか，1980；江藤ほか，1998）．南下浦町上宮田では 3.5 
m 以上とされる（町田，1996）．なお，上位を覆うロー

ム層の層厚は，小原台付近で約 8 m（走水団研グループ，

1965），三浦半島南部で約 4 m ～ 5 m（小玉ほか，1980）
とされる．

層相　5 万分の 1 三崎図幅内では，主にスコリア・軽石・

硬質な円礫混じりの中粒砂層からなり，上位にシルト

～砂質シルトを伴う（小玉ほか，1980）．南下浦町上宮

田では，海浜の砂礫層からなり，上位に生痕の発達す

る泥層を伴う（町田，1996）．
堆積環境　波食台から海浜の堆積物と推定されている

（町田，1973；町田，1996）．
堆積年代　南下浦町上宮田において本層中に HK-OP（箱

根小原台）テフラが挟まれていることなどから MIS5a
の堆積物に位置づけられている（町田，1996）．

4.7.8　龍口寺礫層（R）
地層名・定義　松本（1934）に基づく．成瀬（1952）
の相模原礫層，成瀬・戸谷（1957）の相模野礫層藤沢

の自然編集委員会編（2002）の善行礫層にあたると推

定される．

分布　鎌倉市腰越～藤沢市片瀬の丘陵西縁に分布する

（松本，1934；見上・江藤，1986）．
層厚　3 m 前後（見上・江藤，1986）
層相　中～大礫サイズの円礫層からなり，一部，砂層

を含む．本層からナウマン像化石の切歯が報告されて

いる（長谷川，1968）．
堆積環境　河川堆積物と推定されている（松本，1934；
見上・江藤，1986）．
堆積年代　三崎砂礫層に対比される善

ぜんぎょう

行礫層（岡ほか，

1979）に対比されている（藤沢の自然編集委員会編

（2002）．

4.7.9　緩斜面堆積物（sl）
地層名・定義　地形学的に丘陵の沖積面沿いに緩斜面

を形成する堆積物で，表層部には新旧の地すべり堆積

物も多く含まれる．江藤ほか（1998）の緩斜面堆積物，

見上ほか（1986a）の崖錐堆積物に相当する．

分布　衣笠断層西部沿い（葉山町の堀内，一色，下山口，

上山口，木古庭），北武断層及び武山断層西端沿い（横

須賀市秋谷・子安）に分布する．上記の断層群は何れ

も活断層の活動が報告されているが，これらの崖錐堆

積物が分布する地域のものは，何れも活断層としての

変位が確認できていない地域にあたる．また，木古庭

を除くと，谷沿いの森戸層と上位の地層との間の地形

変換部分に広く分布する．

層厚　正確な層厚は不明であるが，下山口付近におけ

る斜面での現地調査からは最大数 m 程度と推定される．

また，谷底の沖積面下には更に厚く分布していると推

定される．

層相　後背斜面からの崖崩れ，地すべりによって生じ

た不淘汰な角礫，砂，シルトと風化土壌からなる．一部，

立川ローム層に覆われる（江藤ほか，1998）．
堆積年代　三崎砂礫層の堆積以降，主に後期更新世後

半の寒冷期の低下位水準期でに形成された堆積物と考

えられる．

4.8　沖積層

　本地域の沖積層は，最終間氷期以降，網状河川，蛇

行河川，潟湖，内湾などの環境で堆積したもので，平

作川，田越川，滑川，境川，柏尾川などの河川沿い，

三浦海岸，小田和湾などの海岸沿い低地に分布する（松

島，1972，1974a，1974b，1975，1976b； 野 内，1988；
蟹江・石川，1976 など）．地質図では沖積層表層部の堆

積環境を反映した地形学的特徴に基づいて，沖積錐堆

積物（ac），砂丘堆積物（d），浜堤及び砂州堆積物（br），
谷底低地，後背湿地及び堤間湿地堆積物（a），自然堤

防堆積物（n）及び海浜堆積物（b）に区分した．

　沖積錐堆積物は台地や丘陵斜面に形成された規模の

小さな扇状地で，土石流堆積物からなる．谷底低地，

後背湿地及び堤間湿地堆積物（a）は，干潟，潟湖，堤

間湿地の完新世段丘も含む．海浜堆積物は現世の淘汰

の良い砂層からなる砂浜で，礫浜も一部認められる．

　地質図に示した沖積層基底等深線図は，江藤ほか

（1998）と同様に，相模原平野南東部は小池ほか（1986），
柏尾川流域は松島（1972），鎌倉市は松島（1974a），逗

子市は松島（1974b）及び見上ほか（1986b），葉山町は

松島（1975），横須賀市の稲岡町から馬堀海岸にかけて

は野内（1988），同市の平作川流域は蟹江・石川（1976），
金田湾及び小田和沿いは松島（1976b），その他の地域

は見上ほか（1986a）に基づいた．なお，上記の等深線

と本地質図における先沖積層分布域とが重なる場合は，

省略あるいは若干の修正を加えている．

4.9　人工改変地

　人工改変地は，埋立地（r），旧河道埋立地（rc），谷

埋め盛土地（vf）に区分した．埋立地は，迅速図作成

当時の海域，河口，ため池，岩礁，砂浜，干潟のほか，

江戸時代の開拓地や塩田の盛土地や鎌倉時代の港湾施

設である和賀江嶋を含めた．また，旧河道埋立地は旧
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河道を埋めた地域，谷埋め盛土地は大規模な宅地開発

などに伴い台地や丘陵地の谷底低地を埋めた主な地域

を示す．

　なお，沖積層上において線路や道路などの建設や農

地改良などに伴い広範囲に行われている盛土は，地質

図には示していない．また，削剥（大規模な切土）に

より，広域に地形改変が行われた地域では，現状の地

形に合わせて地層・岩体の分布を示した．

5.　地質構造

　三浦半島に分布する地層 ･ 岩体の地質構造は，（1）
葉山層群に発達する地質構造，（2）三浦層群～安房層

群に発達する地質構造，（3）上総層群堆積時に発達し

た地質構造，（4）西北西－東南東方向の右横ずれ活断

層群（三浦半島断層群）に区分される．また，（1）と（2）
の間には田越川不整合，（2）と（3）の間には黒滝不整合，

（3）と（4）の間に長沼不整合が形成されている．以下，

それらの概要を示す．

5.1　葉山層群に発達する地質構造

5.1.1　葉山層群の地質構造

　葉山層群の地質構造は，衣笠断層を境にして南北で

違いが認められる．

　衣笠断層の北側に分布する鐙摺層及び大山層の走向

傾斜は，西側の相模湾沿いから東側の畠山付近にかけ

て，北北西－南南東から西北西－東南東，南北方向へ

と緩やかな S 字形状に変化し，北から東へ高角度（60°
～ 90°：逆転層を含む）で傾斜する同斜構造を示す．た

だし，衣笠断層北側に分布する森戸層の地質構造は複

雑で，森戸層と鐙摺層及び大山層と同じ地質構造かは

厳密には分からない．この地質構造は逗子層と同様に

衣笠断層による北北東への大きな傾動を強く受けてい

るが，逗子層とは葉山マリーナ北の「鐙摺の不整合」

付近や山中町付近などで顕著に認められるように著し

く斜交する田越川不整合（5.1.3 参照）を伴っており，

衣笠断層による傾動変位を除く北～東への同斜構造と

全体の S 字状の変形は逗子層群堆積前に形成されてい

る．

　一方，衣笠断層の南側に分布する森戸層及び鐙摺層

（大山層は欠如）には，既存報告の走向傾斜と岩相分布

からは西北西－東南東～東西方向の閉じた褶曲（転倒

褶曲を含む）が推定される．

　ほかに，小島（1954）を除くと，渡部ほか（1968），三梨・

矢崎（1968），江藤ほか（1998）など既存地質図には，

上述した葉山層群の東西方向～南北走向の葉山層群の

急傾斜した地質構造を直交ないし斜交する胴切りの鉛

直断層（多くは見かけ上右横ずれ変位あるいは鉛直隔

離約 200 m ～ 500 m を示す断層）が多く描かれている．

しかし，断層の位置が報告により異なっており，また，

衣笠断層・北武断層・武山断層（あるいは同方向の断

層群）との関係においても，これらの断層に切られる

ものと切る断層が地質図に示されているが，これらの

断層の記述がなく，断層の位置も文献によって異なる．

このため，地質図では，江藤ほか（1998）で示された

断層のうち，地層の変位が明瞭なものを除き，走向傾

斜の乱れがある程度連続的して発達する断層を推定断

層として示すにとどめた．

　なお，江藤・小沢（2009）では，逗子市沼間の深井戸ボー

リングコア KM4 内の葉山層群の分布（標高 -778 m ～

-1,448 m が鐙摺層，-1,448 m 以深が森戸層に対比）と，

その南方の衣笠断層北側の二子山付近の森戸層，鐙摺

層及び大山層の地質構造との関係から，KM4 と南側の

葉山層群との間に，層厚落差約1,960 m，垂直落差約2,770 
m が算定され，その間に複数の逆断層が推定されてい

る．しかし，KM4 南方の断面沿いの阿部倉山付近～二

子山付近の葉山層群は広範囲に鉛直傾斜を示しており，

江藤・小沢（2009）の図 6 で示されるような変位や地

質構造の推定は困難であると考えられる．

5.1.2　田越川不整合

　田越川不整合（渡邊，1925）は本報告の葉山層群（本

報告の葉山層群及び矢部層・立石層）と三浦層群（本

報告の逗子層）との傾斜不整合を指す．その形成年代

は後期中新世後半とされる（平田ほか，2012など）．また，

不整合の発達する範囲の南限は，武山断層南縁沿いの

佐島・長坂付近までと考えられる（4.4 参照：第 4 図）．

　これまで田越川不整合の形成環境は，逗子層基底部

の粗粒堆積物（田越川礫岩部層及び上山口砂礫岩部層）

の礫種・岩相・産出化石から，葉山層群などから構成

される隆起帯が一旦陸化した後に沈降し逗子層が潮間

帯から浅海域で堆積したものと考えられてきた（大山

1952；渡部ほか，1968）．しかし，逗子層や池子層の底

生有孔虫化石を用いた堆積環境の推定では，陸棚斜面

や海溝陸側斜面でのハイエタスなどが想定されている

（平田ほか，2012）．

5.2　三浦層群～安房層群に発達する地質構造

 
5.2.1　三浦層群の地質構造 
　三浦半島南部に分布する三浦層群には，半島南縁に

発達する東西方向の剱崎背斜（一部，転倒背斜：三梨

ほか，1976，1979），三崎町小
こ あ じ ろ

網代の背斜及び南下浦町

金田の向斜のほか，規模が小さい南下浦町菊名の背斜

及び向斜，初声町三戸の向斜などの褶曲構造が認めら
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れる．三崎層と初声層は同じ褶曲変形を受けているが，

三崎層の下部ほどより翼間隔の小さな褶曲が発達する

など変形は著しくなる．

　また，三崎層には，海底地すべりに伴うデュープレッ

クス構造なども多く発達する（早川，1989 など）が，

露頭規模でスラスト（デュープレックス構造を含む），

流動変形，液状化変形など付加体を特徴づける変形が

認められる（Ogawa et al., 1985；Hanamura and Ogawa, 
1993；Yamamoto et al., 2017 など）．なお，三崎層は浅

部付加体とされる（Yamamoto et al., 2017 など）ためか，

三浦半島の分布範囲内では付加体の基本的な構成要素

である，広域的に北側に古い地層が配置されるスラス

トシートは確認されていない．

　三崎層及び初声層の堆積物の磁気ファブリックから

推定される最大圧縮方向は，古地磁気方位の復元から，

ほぼ南北圧縮場とされる（Kanamatsu et al., 1996）．また，

山本ほか（1998）は，三浦半島のデュープレックス構

造は，古地磁気の回転を元に戻して，南東ないし東南

東フェルゲンツを示すとしている．

　これらの東西から西北西－東南東方向の付加体の形

成を示す地質構造は，（1）地域差はあるものの初声層

の変形が三崎層に比べ弱いこと，（2）後述のように三

浦半島中部の逗子層が同様の東西方向の褶曲・断層の

変形を受けていることから，初声層の堆積時に三崎層

は付加したと推定される．

5.2.2　安房層群の地質構造 

　安房層群の主に逗子層には，衣笠断層と北武断層に

挟まれた地域の東部（横須賀市岩戸～ハイランド地域）

を除くと，強弱はあるが東西～西北西－東南東方向の

褶曲構造が広く認められる．これらの褶曲構造は，一

部重複して不明なものもあるが，衣笠断層・北武断層・

武山断層に切られたものと，それらの断層の変位に伴

う断層関連褶曲（引き摺り褶曲）に区分される．ここ

では前者の褶曲構造について記述し，後者（衣笠断層

と北武断層に挟まれた地域の中西部に発達する向斜な

ど）のものは 5.3 で述べる．

　なお，安房層群の前者の褶曲構造は北東－南西方向

の断層群で切られている可能性が高い．特に北武断層

と武山断層に挟まれて分布する逗子層には，西北西－

東南東方向に延びる逗子層の向斜構造を切る北東－南

西方向の断層群が地質図に多く示されている（三梨・

矢崎，1968；江藤ほか，1998）．これらの断層群は，北

武断層と武山断層に切られる，あるいは両断層の右横

ずれ変位により回転を伴うブロック化したと解釈でき

るような分布を示す．しかし，この地域の逗子層の鍵

層の分布は限定的で，逗子層分布域のリニアメントは

西北西－東南東方向が卓越し，東部の岩戸からハイラ

ンドにかけては複雑な地質構造を示し海底地すべりに

よる変形の疑いもある．以上の理由で，これら地質図

に示された断層群がある程度の正確さを持って示され

ているとは判断できなかったため，本地質図では付図 2
や地形などから解釈される推定断層を示すにとどめた．

　衣笠断層東部北側では，大矢部から東浦賀にかけて

東西方向の向斜と背斜が発達する．また，衣笠断層を

挟んで，その西方（衣笠断層西部の南側）の下山口～

仏塚山，更にその南方の秋谷，芦名，佐島にも，東西

～東北東－西南方向の褶曲（一部断層を伴う）がよく

発達する．ただし，芦名，佐島の走向傾斜から推定さ

れる波長の短い褶曲の一部は，本地域に発達する海底

地すべり（森・小川，2019）による変形を反映してい

る可能性もある．

　なお，葉山町の小磯（葉山御用邸前），一色台団地，

仏塚山，葉山国際 CC にかけて分布する逗子層（特に

下山口砂礫岩部層）の地質構造に関しては，三梨・矢

崎（1968），渡部ほか（1968），江藤ほか（1998）など，

文献によって大きく解釈が異なる．このため，一つの

解釈として，南北方向の断層で分断されている可能性

は高いものの，主に東西方向の逆断層とそれに伴う断

層面の上盤側沿いの背斜及び下盤側沿いの向斜（一部，

転倒背斜及び向斜を含む）の発達で特徴づけられる地

質構造と推定して描いている．また，須賀市秋谷～子

安に東西に分布する葉山層群とその南北に分布する逗

子層との境界に関しては，三梨・矢崎（1968）では南

北の両境界に，江藤ほか（1998）などでは北側の境界

に断層が示されているが，本地質図では南側境界のみ

背斜構造に沿う断層を推定した．

　以上の褶曲群より北側では，安房層群は北ないし北

東への同斜構造を示し，褶曲構造は認められない．こ

のため，これら褶曲群の成因としては，三崎層が付加

された頃の陸棚斜面付近（安房層群堆積盆の南縁を限

る外縁隆起帯など）での変形が推定される．

　一方，衣笠断層と北武断層に挟まれた地域の東部（横

須賀市岩戸～ハイランド地域）では北北西－南南東や

南北方向の走向が卓越し，傾斜方向も細かく変化する．

多くの走向傾斜から地質図では同方向の閉じた短い褶

曲群で地質構造を示した（付図 2）が，広域に崩壊した

海底地すべり堆積物である可能性がある．

5.2.3　三浦層群及び安房層群の回転運動

　Yoshida et al．（1984）は，三浦層群及び安房層群の古

地磁気から，三浦半島は大磯丘陵とともに，約 4 Ma 以

降，28.1° 時計回りの回転運動が生じたと結論づけ，伊

豆半島の衝突による変形と推定している．なお，池子

層最上部の Hk 凝灰岩層の FT 年代 3.7±0.3 Ma に基づき

回転運動に時期を約 4 Ma 以降としているが，その後の



尾崎正紀

－ 18 －

石灰質ナンノ化石層序（江藤ほか，1987）や K-Ar 年代（岡

田ほか，1991）などに基づくと，その変形は約 5 Ma 以

降（鮮新世初頭以降）となる（第 4 図）．

　一方，Kanamatsu and Herroro-Bervera（2006）は，荒

磯（横須賀市長井）で 78.6°，浜諸磯（三浦市諸磯）で

15.1°，剱崎（三浦市南下浦町松輪）で 44.4° と，地域ご

とに異なる三浦層群の時計回りの回転運動を報告して

いる．また，Kanamatsu et al.（1996）は，千倉層・豊房

層群の古地磁気から，約 3 Ma 頃にフィリピン海プレー

トの沈み込み方向の転換（変化）に対応して，三浦半

島は回転運動したとしている．　

　なお，上記の回転運動は，地層からは 5 Ma 以降と

しか形成時期が特定できないこともあり，（a）房総半

島南部の西崎層と鏡ヶ浦層の放散虫化石及び古地磁

気の研究から，丹沢地塊の衝突に関連したとされる

6.80 ～ 3.75 Ma の時計回りの回転運動（Yamamoto and 
Kawakami, 2005），（b）千倉層群・豊房層群の古地磁気

研究から求められた，フィリピン海プレートの沈み込

み方向の転換（変化）に対応したとされる約 3 Ma 頃の

時計回りの回転運動（Kanamatsu et al., 1996），（c）大

磯丘陵中・西部の前川層から羽根尾層の堆積時（0.9 ～

0.6 Ma）の時計回りの回転運動（Koyama and Kitazato, 
1989）との関連が報告されている．

5.3　上総層群堆積時に発達した地質構造

5.3.1　三浦半島における黒滝不整合の発達

　房総半島に分布する安房層群と上総層群との間には

黒滝不整合が認められ，最大で 3.2 ～ 2.4 Ma の時間的

空白が認められるが，三浦半島北部～多摩丘陵南縁部

に分布する安房層群と上総層群大きな古水深の変化は

認められず（宇都宮・間嶋，2012），石灰質ナノ化石層序，

古地磁気層序，鍵層からも両層は整合的であるとされ

る（Utsunomiya et al., 2017）．これに対し，三浦半島中

部では逗子層上部から上総層群は分布せず，南部では

その北縁部に僅かに林層が葉山層群を不整合で覆い分

布しているのみである．また，三浦半島北部に分布す

る安房層群～上総層群の衣笠断層による北～北東への

傾動は上位の地層ほど緩やかになることから，少なく

とも上総層群堆積時に三浦半島中部付近には相対的な

隆起帯が形成され不整合が形成されていた可能性が高

い．

5.3.2　三浦半島中部隆起帯を形成する断層群

　三浦半島中部には衣笠断層，北武断層，武山断層が

発達し，地形学的・構造学的な隆起帯が形成されている．

これらの断層の一部は右横ずれ変位を示す活断層とし

て報告されている（5.5 参照）が，後述のように，地層

の変形からは主に上総層群堆積時に形成された大きな

垂直変位を示す逆断層が推定され，何れも反射法地震

探査の解釈深度断面図においてリストリックな逆断層

の形態が推定されている（神奈川県，2001）．以下，活

断層としての活動する以前の地質断層としての特徴を

述べる．

（1）衣笠断層

断層名　Kaneko（1969）．
位置　地質断層としての衣笠断層は，概ね三梨・矢崎

（1968），Kaneko（1969），蛯子・山下（2012b）と同様，

横須賀市の久里浜，衣笠町，久村から葉山町の上山口，

木古庭，森戸海岸に至る，西北西－東南東方向の長さ

約 14 km の断層とした．海域への延長部は，確かなこ

とは不明であるが，久里浜の東南東沖の海
あ し か

獺島南側沿

いや，森戸海岸西北西方沖（大崎の約 1.5 km 南東沖）で，

北側が高まった海底地形変換線が連続して認められる．

　なお，小島（1954），渡部ほか（1968），赤嶺ほか（1956），
江藤（1986a），江藤ほか（1998），蟹江（2012）で示さ

れる衣笠断層は，本地質図で示した衣笠断層東部（久

里浜～木古庭付近）とほぼ一致するが，木古庭から西

方に関しては南北方向の断層で切られた多くの平行し

た西北西－東南東方向の断層群，あるいは以西へは連

続しない断層として表現されている．しかし，木古庭

西方の上山口から森戸海岸へ至る境界を境にして，後

述の「変位」で示すように本断層を挟んで葉山層群の

地質構造に大きな違いが認められ，かつ空中磁気図及

び残差重力図（大熊ほか，2021a, b）においても急変線

が明瞭に認められるため，衣笠断層は木古庭から西北

西方向へ連続する断層と判断した．

変位・断層面　本断層は横ずれ成分を含む，北側隆起

の比較的高角の逆断層と推定される．衣笠断層北側に

認められる北～北東への傾動に沿って，逗子層は北～

北東へ 20 ～ 80°，池子層は 10 ～ 30° 程度傾斜する同斜

構造が広く認められる．また，衣笠断層と北武断層と

の間は凹地が形成され，特に東部の南側には広く逗子

層が分布する．この凹地の衣笠断層沿いに衣笠断層と

平行な向斜構造が認められる．衣笠断層を境にして南

北に分布する逗子層基底部から，少なくとも 1.5 km 以

上，最大 3 km に及ぶ鉛直変位が推定される．一方，衣

笠断層東部（大矢部付近～久里浜）では，断層を挟ん

で南北に逗子層が接しており，衣笠断層中・西部と比

較して鉛直変位量は小さい．

　衣笠断層，北武断層，武山断層の地下深部の構造形

態（傾斜・収斂状況）の把握を目的として実施された

横須賀市の久比里から長沢にかけてのバイブロサイス

による反射法地震探査（対象深度 1,500 m ～ 2,000 m）

の解釈深度断面図（神奈川県，2001：位置は付図 2 参照）

では，明瞭とは言えないものの深部ほど低角となるリ
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ストリックな北傾斜（約 60° ～ 45°）を示す断層面が推

定される．

形成時期　本断層は，本断層東部で逗子層に発達する

東西方向の褶曲構造を斜交して切っていること，衣笠

断層北側の上盤側では池子層及び上総層群が北ないし

北東へ一部はかなり急傾斜で傾斜して分布するのに対

して，本断層以南には池子層が分布せず，上総層群も

武山断層南縁に分布する林層以外分布しないことから，

本断層は少なくとも上総層群堆積時（後期鮮新世末）

には活動していたと考えられる．それ以前の活動につ

いては不明である．

（2）北武断層 
断層名　Kaneko（1969）．
位置　地質断層としての北武断層は，野比海岸東部

から扇山北側沿い，立岩南に至る西北西－東南東方

向の長さ約 11 km の断層とした．このうち，松川中

流域より東側の本断層の中東部沿いが活断層とされ

る（6.5.2 参照）が，既存の報告を見る限り活断層と

地質断層の主断層とは必ずしも一致しない．なお，木

村ほか（1976a），鈴木ほか（1995），神奈川県（1996）
は，陸域の本断層東端から連続して東京海底谷に発達

する 4 km 程度の断層を地質図に示しているが，本断層

陸域東端の東方沖の浦賀水道西側で行われた阿部・青

柳（2006）のマルチチャンネル反射法地震探査（測線

KNDBYY1ML）及び森ほか（2015）の高分解能マルチ

チャンネル音波探査（測線 KN2）では，何れも延長す

る確かな断層の存在は確認できていない．

変位・断層面　衣笠層との間に凹地を形成し逗子層が

厚く分布すること，断層南側に分布する葉山層群と接

する北側の逗子層は北東へ 60° ～ 80° 傾斜するドレイプ

褶曲が認められることから，少なくとも数 100 m 以上

の南側隆起の鉛直変位（横ずれ変位量は不明）が推定

される．一方，横須賀市の久里浜から長沢で実施され

た反射法地震探査の解釈深度断面図では，本断層は約

60°～ 35°北傾斜を示し，深部ほど低角となるリストリッ

クな断層の形態を示すとされる（神奈川県，2001）．こ

の解釈が正しいとすると，地質断層として南側隆起を

示す北武断層は正断層あるいは大きな南側隆起成分を

示す見かけ上逆断層の形態を示す横ずれ断層が考えら

れる．なお，神奈川県（2001）の解釈図では，北武断

層の南西側沿いである CDP470（地表での北武断層の位

置）～ CDP 560 の地表から深度 500 m 付近に，約 40°
南西傾斜した衣笠層とその下位の葉山層群の境界があ

ると判断されているが，この境界が南側隆起の逆断層

としての北武断層を示している可能性もある．

形成時期　衣笠断層と北武断層との間の凹地に逗子層

が広く分布しており，鮮新世初頭以降の地層が欠如す

るため，主に本地域の逗子層堆積以降（鮮新世初頭以降）

に形成されたとしか分からない．

（3）武山断層

断層名　大塚（1935）．
位置　地質断層としての武山断層は，秋谷海岸南から

長坂，林，長沢海岸の南に至る西北西－東南東方向の

断層を主断層とした．陸域での本断層の長さは約 11 km
である．また，武山断層（主断層）の西部の北側には，

主断層に沿うように（a）大和田の東部から主断層から

分岐して秋谷海岸で再び主断層に収束する断層と，（b）
山崎山の北側から秋谷西部に至る（a）に収束する 2 つ

の断層が認められる．このうち（a）は活断層としての

武山断層西部に位置づけられている．本断層東端の長

沢海岸の南東方にある三ッ礁などの岩礁高まりがあり，

大塚（1935）は，武山断層がこの凹地へ連続する可能

性を指摘している．

変位・断層面　主断層西部では，断層を挟んで森戸層

と逗子層及び池子層が接して分布しており，安房層群

堆積以降，北側隆起の変位が数 100 オーダーで認めら

れる可能性が高い．活断層と一致する主断層東部では，

森戸層及び衣笠層と林層及び宮田層が接しており，中

期更新世中頃以降の変位として北側隆起を示す．一方，

主断層の東部では，北側に葉山層群最上部の衣笠層，

南側に宮田層の基盤として葉山層群最下部の森戸層が

分布するため南側隆起のように見えるが，衣笠層は森

戸層及び鐙摺層に大きく斜交して分布し，武山断層東

部南側の森戸層は多くの異質火成岩体を含んで衣笠層

に位置づけられる可能性もあり，変位基準とはならな

い．同様に横ずれ成分の変位量についても不明である．

　横須賀市久里浜から長沢の反射法地震探査の解釈深

度断面図（神奈川県，2001）のうち，本断層の東端の

沖積層下延長にあたる長沢川河口付近では，深度 1,000 
m 以浅の解釈深度断面図において深部ほど低角となる

リストリックな北傾斜（約 60° ～ 35°）を示す断層面が

推定されている．

形成時期　断層北側には森戸層及び衣笠層以降の堆積

物は宮田層及びそれ以降の地層しか分布しないため，

本断層の主な形成時期は安房層群堆積後としか分から

ない．

5.3.3　三浦半島中部隆起部の東方延長

　上記のように，上総層群前弧堆積盆の南縁にあたる

三浦半島中部の隆起帯は，衣笠断層，北武断層，武山

断層によって形成されたと考えられ，その東方延長部

は房総半島の上総層群前弧堆積盆の南縁を規制するそ

の南側に分布する東西方向の褶曲で特徴づけられる安

房層群が広く分布する上総丘陵南部（鴨川低地帯の北

側の清澄山や元清澄山の連なる丘陵地）と考えられる．

一方，三浦半島中部は葉山層群が広く分布し葉山帯と
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呼ばれ，保田層群が広く分布する房総半島の嶺岡帯の

延長とみなされている．そして，この葉山－嶺岡隆起

帯を基準として，浦賀水道を挟んで大きく食い違うた

め，浦賀水道や東京海底谷沿いに右ずれ変位を示す南

北方向の断層が推定されている（木村ほか，1976a；蟹江，

1999；森ほか，2010）．しかし，上総層群前弧堆積盆南

縁に発達する隆起部を基準とすると，鮮新世末以降に

三浦半島中部と上総丘陵南部（鴨川低地帯の北側の清

澄山や元清澄山の連なる丘陵地）との間で大きな食い

違いは認められない．

5.3.4　北北東－南南西方向の正断層群

　本断層群は，主に三浦半島北部（特に鎌倉市地域）

の上総層群下部（更新世中期頃）までの地層に発達す

る北北東－南南西（～南北）方向の正断層群を指す．

江藤（1996）は，本断層群を横断断層系と呼び，北東

－南西走向で落差は数 m ～数 10 m の高角傾斜の正断

層とし，活断層を示す地形的特徴はないとした．また，

これらの断層の発達する地層は上総層群野島層までで

大船層より上位の地層には認められないと報告してい

る．

　本地質図（第 2 図）では，主に江藤（1986a）や江藤

ほか（1998）が示す断層位置を参考に，特に岩相及走

向傾斜が変化する部分に断層を示した．ただし，必ず

しも明瞭に位置が特定できたわけではく，近接したス

テップ断層の集合体など必ずしも連続した 1 条の断層

とは限らないため，位置推定の断層として示した．

　なお，蟹江・三浦半島活断層調査会（2007）は南北

方向正断層群と呼び，鎌倉市から逗子市に分布する本

断層を活断層として位置づけ，蟹江（2012）では従来

の地質図と比べ三浦半島全体で南北から北北東－南南

西方向の断層が強調された地質図が示されている．し

かし，活断層である確かな証拠はなく，蟹江（2012）
の地質図で示されるほどの大きな変位を示す断層は少

ないと考えられる．また，木村ほか（1976a）の地質図

では，三浦半島北部の相模湾側沖（江の島・姥島沖）

に多くの北東－南西方向の断層群が発達する地質図が

示されており，本断層群を反映している可能性がある．

ただし，新たに作成された佐藤（2021）の海底地質図

に基づくと，この沿岸海域で特徴づけられる地質構造

は西北西－東南東及び東北東－西南西方向の断層群で，

北北東－南南西方向の断層系は重複して発達するもの

の変位は小さいとされる．

小断層との関係　三浦半島北部（衣笠断層以北）に分

布する鎌倉層（本地質図に基づくと，安房層群から上

総層群基底部）のほぼ全域に発達する2系統の小断層（垣

見ほか，1966）のより新しい小断層系である南北～北

北東－南南西主体の正断層が本正断層系に相当すると

考えられる．その発達は KGP テフラより下位の地層に

限られている．なお，三浦半島南部にも東西方向の引

張応力場を示す正断層系が発達する（小玉ほか，1980
など）が，本断層群との関係は不明である．

形成要因　江藤（1996）は，本断層群の成因を，野島

層の堆積前から堆積初期にかけて横ずれ変位を主な活

動として発生し，長沼不整合（三梨，1968）形成時の

上昇運動によって，垂直変位を主成分とする断層とし

て再活動したと考えている．

5.4　西北西－東南東方向の右横ずれ活断層群（三浦半

島断層群）

　三浦半島では，三浦半島断層群と呼ばれる右横ずれ

変位を主体とする活断層群（衣笠断層，北武断層，武

山断層，南下浦断層及び引橋断層）が発達する（地震

調査研究推進本部地震調査委員会，2002）．ただし，地

質図で示した活断層は，明瞭な変動地形学的な特徴が

認められる，あるいはトレンチ等の調査で繰り返し活

動した証拠がある断層のみで，将来，活動する可能性

のある断層をすべて明らかにしたものではない．

　長期評価としては，三浦半島断層群主部（衣笠断層，

北武断層，武山断層）と三浦半島断層群南部（南下浦

断層・引橋断層）に区分され，前者は更に北部の衣笠・

北武断層帯と，南部の金田湾南部の金田湾断層（今泉

ほか，1987）を含む武山断層帯に 2 分され，三浦半島

断層群南部とともに，3 つの断層帯による断層モデル

による評価が行われている（地震調査研究推進本部地

震調査委員会，2002）．なお，地震調査研究推進本部地

震調査委員会（2002）では，金田湾断層以外，海域延

長部に関しては考慮されていなかったが，阿部・青柳

（2006），森ほか（2015），佐藤・阿部（2019），佐藤（2021）
により，全体として金田湾から三浦半島中部，三浦半

島北部西方沖（江の島，姥島沖）に至る約 30 km 以上

の活断層群が発達することが明らかになっている（佐

藤・阿部，2019；佐藤，2021；第 1 図）．

　三浦半島断層群のうち，衣笠断層，北武断層，武山

断層は上総層群堆積時に外縁隆起帯を形成した西北西

－東南東方向の逆断層群（5.3 参照）の一部が活断層と

しても活動している．武山断層と南下浦断層に挟まれ

緩やかな凹地に分布する宮田層の分布や，両断層によ

る引き摺り変形が認められることから，武山断層（再

活動）と南下浦断層に関する右横ずれ断層としての活

動は，少なくとも宮田層の堆積年代（後期更新世前半）

以降と推定される．なお，5.3 で述べたように，横須賀

市の久比里から長沢にかけての反射法地震探査（対象

深度は 1,500 m ～ 2,000 m）による解釈深度断面の解析

では，衣笠断層，北武断層及び武山断層の地下深部の
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構造形態は，深部ほど低角となるリストリックな北傾

斜（約 60° ～ 35°）の断層面が推定されている（神奈川県，

2001）．
　以下，武山断層東端付近の地震断層である下浦断層

を含め活断層の概要を示し，活断層としての履歴や変

位・長期評価や変動地形などの詳細については省略す

る．なお，三浦半島全体の活断層分布図は，活断層研

究会編（1980，1991），太田ほか（1982），太田・山下，

（1992），渡辺ほか（1996）のほか，産総研活断層デー

タベースや神奈川県の行政機関で公表されている．ほ

かに，完新統・完新世段丘の変形などを用いた活動履

歴の研究（Kumaki, 1985；松島，1984，1999；太田ほ

か，1991，1994；太田，1999 など）や，相模トラフの

プレート境界地震に関連した三浦半島における津波堆

積物の研究（藤原ほか，1999；千葉ほか，2013；金ほか，

2013）などの報告がある．

（1）衣笠断層　活断層調査は，Kaneko（1969），太田

ほか（1982），太田・山下（1992），横須賀市緑政部・

（株）アイ ･ エヌ ･ エー（1999）などの報告がある．ト

レンチ調査は岩戸及び平作（横須賀市緑政部・（株）ア

イ ･ エヌ ･ エー，1999）で実施されている（位置は付

図 2 参照）．衣笠断層に沿った変動地形学的特徴は必ず

しも明瞭ではないが，横須賀市の岩戸トレンチ調査で

は，活断層として繰り返し活動している可能性が高い

断層とされる（横須賀市緑政部・（株）アイ ･エヌ ･エー，

1999）．このため，本地質図では，暫定的に地質断層と

しての衣笠断層東部である，横須賀市の阿部倉から久

里浜に至る約 7.5 km を活断層として示した．なお，そ

の東方沖延長部（金田湾北東部）における阿部・青柳

（2006）及び森ほか（2015）による海域での活断層調査

では，特に活構造を示す変位は認められていない．

（2）北武断層

　活断層調査は，安藤（1972），太田ほか（1982，
1991，1994），Williams（1983）， 太 田・ 山 下（1992），
佐藤ほか（1997），太田（1999），杉村ほか（1999）な

どの報告がある．このうち，トレンチ調査は，松越川

（横須賀市長坂の北部；神奈川県，1995），芦名・太田

和（神奈川県，1996），野比（横須賀市野比：佐藤ほか，

1997），ヨウロ・ようろし・四ッ田（杉村ほか，1999；
文献で長沢地区と記述されている地域は現在の光の丘

にあたる）（位置は付図 2 参照）で，ボーリング調査は（横

須賀市野比：太田ほか，1991）で実施されている．

　地質断層としての北武断層（5.3.2(2) 参照）のうち，

その中・東部では右横ずれ活断層としての変動地形学

的な特徴が認められるが，西部（松越川中流より西方）

では不明瞭となる（渡辺ほか，1996）．同様に，本断層

西部の松越川トレンチ調査では 3,000 年前以降に活動が

認められていない（神奈川県，1996）．このため，本報

告では，地質断層の北武断層の中東部にあたる，横須

賀市の野比海岸東部から扇山及び長坂の北方に至る約

8.5 km を活断層として示した．活断層としては右横ず

れ変位を主体とし，一部，北側隆起が認められている（安

藤，1972；Kaneko, 1969；Williams, 1983；太田・山下，

1992；太田，1999 など）．また，反射法地震探査の解釈

深度断面図では約 60° ～ 35° 北傾斜を示す深部ほど低角

となるリストリックな形態を示す断層であると推定さ

れている（神奈川県，2001）．ほかに地表のデータとして，

野比トレンチの壁面で，横ずれ成分が卓越する断層と

して，N55° ～ 42°W，35° ～ 67°SW を示す活断層の断

層面が数条確認されている（佐藤ほか，1997）．
（3）武山断層

　活断層調査は，Kaneko（1969），太田ほか（1982），太田・

山下（1992），池田ほか（1993），渡辺ほか（1996）な

どの報告がある．そのうちトレンチ調査は，横須賀市

の長坂（池田ほか，1993）と同市の須軽谷及び津久井（横

須賀市環境保全部・（株）アイ ･ エヌ ･ エー，1998）で

実施されている（位置は付図 2 参照）．反射法地震探査

の解釈深度断面図では，本断層の東端の沖積層下延長

に長沢川河口付近下で，深度 1,000 m 以浅の解釈深度断

面図において深部ほど低角となるリストリックな北傾

斜（約 60° ～ 35°）を示す断層面が推定されている（神

奈川県，2001）．
　活断層の表示としては，概ね太田ほか（1982）や渡

辺ほか（1996）などに従い，東部の長沢海岸南から須

軽谷に至るものと，西部の大和田から，荻野，秋谷海

岸に至る西北西－東南東方向の断層として地質図に示

した．東部は，概ね地質断層としての武山断層（主部）

（5.3.2(3) 参照）の位置に一致するが，西部は武山断層（主

部）とは位置が異なる．

（4）下浦断層

　1923 年大正関東地震の際に，武山断層東端の横須賀

市長沢南端から津久井東端にかけて発生した東西から

北西－南東方向へ延びる長さ約1 kmの地震断層である．

命名は山崎（1925）で，ほかに渡邊（1923），Kaneko
（1969），杉村（1974），太田ほか（1982），太田 ･ 山下

（1992）などの報告がある．本断層は武山断層の一部と

される（Kaneko, 1969；杉村，1974；太田ほか，1982）．
南落ちの鉛直変位 0.3 m ～ 1.5 m で，横ずれ成分は極め

て小さい（山崎，1925）．本断層は，地震断層が現れた

範囲が短いことから，関東地震に付随した活動で，武

山断層帯固有の活動ではないと推定されている（地震

調査研究推進本部地震調査委員会，2002）．
（5）南下浦断層

　三浦市南下浦町の金田（北部），菊名から，初声町の

下宮田，入江に至る長さ約 3.7 km 以上の西北西－東南

東方向の断層である（神奈川県，2000）．命名は杉村



尾崎正紀

－ 22 －

（1964）による．大塚（1935），吉川（1950），杉村（1964），
伊藤ほか（1970），垣見ほか（1971），松島（1976a），
今泉ほか（1987），活断層研究会（1991），太田ほか（1982），
太田 ･ 山下（1992），神奈川県（2000）などの報告があ

る．トレンチ調査は菊名で行われている（神奈川県，

2000；位置は付図 2 参照）．断層面は断層の東部では南

傾斜 65° ～ 83° で，西部では南及び北傾斜 85° が求めら

れている（垣見ほか，1971；松島，1976a；太田ほか，

1982）．
　断層沿いの小原台砂礫層や三崎砂礫層などの分布か

ら南側隆起で，谷の屈曲から右横ずれ変位を示すが，

西部では変位はやや不明瞭となる（神奈川県，2000 な

ど）．本断層は宮田層の南限を規制し，初声層との不整

合の関係から南下浦断層の中央付近（初声町下宮田付

近）で最も変位量が大きく，東部及び西部側で変位量

が小さくなる．本断層西端では立川ローム層を，東端

の露頭では武蔵野ローム層を切っているとされる（伊

藤ほか，1970；垣見ほか，1971）．
　南下浦断層の東部（三浦市南下浦町金田～菊名）の

断層南縁沿い（幅約 200 m）に分布する初声層は，南へ

84° ～ 30° 傾斜し，断層から南方へ離れるほど，また西

方ほど傾斜は緩くなる変形が認められる．また，断層

北側沿い（幅約 200 m）は，一部，傾斜が乱れているが，

南へ概ね 10° ～ 45° 傾斜する．ただし，菊名から下宮田

にかけて初声層に発達する東西方向の背斜・向斜を本

断層が切っていると推定される．なお，衣笠ほか（1971）
は，この断層を挟んだ南北の初声層変形に関して，初

声層堆積後，宮田層堆積前の垂直変位として北側隆起

の変位を想定している．

（6）引橋断層

　三浦市南下浦町金田に発達する西北西－東南東方向

の長さ約 2.3 km の断層である（神奈川県，2001）．命

名は Kaneko（1969）による．なお，名称の由来である

引橋は旧字で，現三浦市三崎町小網代の「小網代の森」

の北東端付近に存在した地名である．

　活断層調査は，Kaneko（1969），小玉ほか（1980），
太田ほか（1982），Williams（1983），太田・山下（1992），
神奈川県（2000，2001）などの報告がある．トレンチ

調査は金田で行われ（位置は付図 2 参照），小原台面に

約 7 m 南側が高い高度不連続が認められ，小原台面の

推定年代約 10 万年前から縦ずれ変位の平均変位速度は

0.07 m/1,000 年とされる（神奈川県，2001）．なお，引

橋断層沿いに発達した狭い地溝内に宮田層が分布する

とされる（小玉ほか，1980）．

6.　まとめ

　以下，三浦半島の地層・岩体について小玉ほか（1980）

及び江藤ほか（1998）以降の見直し，知見及び今後の

課題をまとめた．

(1) 葉山層群は，江藤ほか（1998）によって，下位より

森戸層，鐙摺層，大山層，衣笠層，矢部層に区分され

ていたが，本報告では蟹江・浅見（1995）などに基づき，

堆積年代の違いから矢部層（鐙摺層の部層であった立

石凝灰岩部層を含む）を葉山層群から独立させた．ま

た，それらを除いた葉山層群も堆積年代や岩相などか

ら，森戸層（一部鐙摺層を含む）は大山層及び衣笠層

とは同時異相の関係にある深海底～海溝充填堆積物起

源の付加体，鐙摺層及び大山層は本州側の海溝～海溝

陸側斜面堆積物，衣笠層は 15 Ma 頃のオリストストロー

ムなどに位置づけられる可能性があり，層序区分やそ

の位置づけに関しては再検討が必要である．

(2) 高橋（2008）に従い，江藤ほか（1998）の逗子層・

池子層は安房層群，三崎層 ･ 初声層は三浦層群にまと

めた．また，逗子層・池子層と三崎層 ･ 初声層の分布

境界はこれまで武山断層に置かれていたが，逗子層と

葉山層群との不整合関係である田越川不整合が武山断

層南方の横須賀市佐島南端付近にまで認められるため，

高橋（2008）に従い両層群の境界を佐島南端から三浦

市南下浦町上宮田に至る推定断層とした．

(3) 武山断層の南側沿いに分布する林層は上総層群に位

置づけられていたが，三浦半島北部に広く分布する前

弧堆積盆の堆積物である上総層群とは異なる海溝陸側

斜面堆積盆の堆積物の可能性が高いため，上総層群と

は区別した．

(4) 三浦半島中部に発達する衣笠断層，北武断層，武山

断層は何れも右横ずれ変位を示す活断層であるが，安

房層群及び上総層群の変形からみると，少なくとも上

総層群堆積時に上総層群前弧堆積盆の南縁を限る相対

的な隆起帯を形成した縦ずれ成分の大きな逆断層（横

ずれ成分量については不明）であったと推定される．

特に衣笠断層は最大 3 km に及ぶ北側隆起の鉛直変位が

推定される．一方，葉山層群及び三浦層群の付加体形

成時に，これらの断層が活動していたかは不明である．

(5) 三浦半島中部は，葉山層群が広く分布する葉山帯と

呼ばれる地域であるが，上記のように上総層群前弧堆

積盆の南縁を限る新しい隆起帯でもある．葉山帯は嶺

岡帯に連続するとされ，その連続性は浦賀水道に境に

食い違うことから東京湾沿いに大きな変位を示す南北

方向の右ずれ断層が想定されている．しかし，上総層

群前弧堆積盆の南縁を限る隆起帯は三浦半島中部から

房総半島上総丘陵南部（鴨川低地北側の安房層群が分

布する東西方向の褶曲帯）に連続しており，その連続

性を基準とすると少なくとも鮮新世末以降に両地域に

大きな食い違いは認められない．
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